
リースの管理

リースは、Dynamic Host Configuration Protocol（DHCP）の中心となるものです。これらは、一
定期間、個々のクライアントに割り当てられる IPアドレスです。DHCPサーバーは、有効な
IPアドレス範囲を含む適切に構成されたスコープで、これらのリースを自動的に割り当てま
す。2つのクライアントが同じリースアドレスを持つ可能性はありません。予約とは、常に同
じ IPアドレスを取得するリースです。

この章では、ネットワーク内のリースと予約を管理する方法について説明します。

•リースステータス（1ページ）
•リース期間のガイドライン（3ページ）
• DHCPv6クライアントとリース（5ページ）
•スコープでのリースの設定（8ページ）
•リースの表示（9ページ）
•クライアント予約の使用（18ページ）
•リース予約の作成（22ページ）
•リースと予約プロパティの詳細設定（27ページ）
•リースの照会（39ページ）
•アドレスレポートとリースレポートの実行（47ページ）
•動的リース通知（57ページ）
•リース通知クライアントの例（58ページ）
•リース履歴データベース圧縮ユーティリティ （65ページ）
•柔軟なリース時間（70ページ）

リースステータス
次の表に、IPv4または IPV6のリース状態を示します。

IPv4リース状態
IPv4リースは、次の表に示す状態のいずれかになります。
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表 1 : IPv4リースステータス

説明状態

リースできる IPアドレス。Available

見知れない。DHCP使用不可としてマークされているリースの
処理（37ページ）サーバーがリースを利用不可に設定する方
法については、「」を参照してください。

[取得不可（Unavailable）]

クライアントが保持します。リース済み

クライアントに提供されます。受信コンタクト（Offered）

リース猶予期間が期限切れになったときに使用できます。[期限切れ（Expired）]

リースの期限が切れた後は、更新または再生できません。リー

スの無効化（13ページ）を参照してください。
非アクティブ化（Deactivated）

フェールオーバーに関連する。サーバーがフェールオーバー

パートナーと状態を同期するとすぐに、保留中の状態のリー

スが使用可能になります。

DHCPフェールオーバーの管理を参照してください。

保留中の利用可能

IPv6リース状態
リースは、次の表に記載されている状態のいずれかになります。

表 2 : IPv6リースステータス

説明状態

リースできる IPアドレス。Available

クライアントに提供されます。受信コンタクト（Offered）

クライアントが保持します。リース済み

リース猶予期間が期限切れになったときに使用できます。[期限切れ（Expired）]

見知れない。何らかの競合のために利用できなくなりました。[取得不可（Unavailable）]

クライアントはリースを解放しましたが、サーバーはリースに猶

予期間を適用するように構成されています。猶予期間が切れるま

で、リースは利用できません。

[解放（Released）]

フェールオーバー関連。フェールオーバーパートナーによる割

り当てには使用できますが、このサーバーでは割り当てには使用

できません。

その他利用可能
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説明状態

フェールオーバーに関連する。サーバーがフェールオーバーパー

トナーと状態を同期するとすぐに、保留中の状態のリースが使用

可能になります。プレフィックス委任リースのみに使用されま

す。

保留中の利用可能

フェールオーバー関連。保留中の削除状態のリースは、サーバー

がフェールオーバーパートナーと状態を同期するとすぐにクラ

イアントとの関連付けを解除されます。

保留中の削除

リース期間のガイドライン
リース時間に適切な値を定義するには、ネットワーク上で次のイベントを検討します。

• DHCPオプションおよびデフォルト値に対する変更の頻度。
• IPアドレスを要求するクライアントと比較した、使用可能な IPアドレスの数。
•ネットワークインターフェイスエラーの数。
•コンピュータがネットワークに追加および削除される頻度。
•ユーザーによるサブネット変更の頻度。

これらのイベントはすべて、クライアントが IPアドレスを解放したり、DHCPサーバーでリー
スが期限切れになる原因となる場合があります。その結果、アドレスは、再利用のためにフ

リーアドレスプールに戻る可能性があります。ネットワークで多くの変更が発生する場合、

アクティブなネットワークには 1 ~ 3日、非アクティブなネットワークには 4日から 10日の間
のリース期間が推奨されます。このようなリース時間を割り当てると、クライアントがサブ

ネットから離れるのに合った速さで IPアドレスが再割り当てされます。

もう1つの重要な要因は、接続されているコンピュータに対する使用可能なアドレスの比率で
す。たとえば、使用可能なアドレスが254個のクラスCネットワークでは、アドレスの再利用
の要求が少なく、そのうち40個しか使用されません。このような状況では、2か月などの長い
リース期間が適切な場合があります。一度に接続しようとしているクライアントが240~260人
いれば、需要ははるかに高くなります。このような場合は、より多くのアドレス空間を構成す

る必要があります。その前まで、DHCPリース時間を 1時間以下にしてください。

リース期間が短くなると、クライアントはリースを頻繁に更新するため、DHCPサーバーを継
続的に使用できるようにすることが求められるようになります。DHCPフェールオーバー機能
は、このようなレベルの可用性を保証するのに役立ちます。

ヒント

永続的なリースを持つポリシーを作成する場合は注意が必要です。安定した環境でも、クライ

アント間で一定の売上高が発生します。ポータブルホストの追加と削除、デスクトップホス

トの移動、およびネットワークアダプタカードの交換が可能です。永続的なリースを持つク

ライアントを削除する場合、IPアドレスを再利用するためには、サーバー構成に手動で介入す
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る必要があります。管理者の介入なしにアドレスが最終的に回復されるように、6か月などの
長いリースを作成することをおお方が良いでしょう。

リース期間の推奨事項は次のとおりです。

•ケーブルモデムのリース期間を 7日間 (604800秒)に設定します。リースはプライベート
アドレス空間から取得する必要があり、ケーブルモデムはめったに動かないはずです。

•顧客宅内機器 (CPE)またはラップトップのリースは、パブリックアドレス空間から取得
し、サーバーの負荷を軽減するためにできるだけ長いリースで、ユーザーの人口の習慣と

一致する必要があります。

•リース時間を短くするには、より多くのDHCP要求および応答バッファーが必要です。最
適なスループットを得るために要求バッファと応答バッファをDHCP要求と応答パケット
バッファの設定設定します (を参照)。

•リース時間の優先許可ポリシー属性が無効 (通常の既定値)であることを確認して、サー
バーがリース期間を決定できるようにします。有効にした場合でも、クライアントは、

サーバーに対して構成した時間よりも短いリース時間のみを要求できます。一部のクライ

アントは、常に固定リース時間 (1時間など)や以前と同じ時間を要求します。この種の要
求は、クライアントが完全なリース時間を取得しなくなるという問題を引き起こし、サー

バーに対するトラフィックを増やす可能性があります。

•リースの中間マークの前にリースを更新しようとするクライアントのリース延長を延期し
ます。詳細については、リース拡張の保留を参照してください。

リース日の制限

リース日の制限は、次の属性を使用して指定できます。

• lease-retention-max-age

• lease-retention-min-age

リース保持期間-最大年齢属性は、リース時間が制限されている過去 (現在の時刻から)の最長
時間を指定します。これは、プライバシー保護のためのデータ保存制限を満たすために使用で

きます。指定しない場合、リース時間がどの程度前に戻るかに制限は適用されません。リース

に対してリース保持制限を適用するには、リース保持期限をゼロ以外にする必要があるだけで

なく、個々のリース自体がそのポリシーでリース保持制限属性を設定するポリシーに該当する

必要があります。この値は、構成されている場合は 8時間より大きくする必要があります。0
以外で 8時間未満に設定されている場合は、8時間に設定されます。

リース保持期間 -期限属性は、リース時間を制限できる最短の時間を、過去に指定します。そ
の値は、リース保持 -最大年齢より少なくとも 6時間少なくする必要があります。この属性が
有効で、ゼロ以外の値に設定されている場合、保有期間の制限の対象となるリース時間は、

リース保持期間 -max-ageより古くなることはできません。リース保持期限(max-age)に向けて進
むにつれて、過去には定期的にリース保持-最小年齢にリセットされます。この属性の構成は、
既定では、リース保持期間 -最大期間より 6時間少なくなるので、オプションです。また、属
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性値の差が 6時間未満の場合は、リース保持期間 -最大年齢から 6時間を引いた値が使用され
ます。

リース保持-最小とリース保持-最大年齢の間のリース期間に古い時間を維持するには、いくつ
かの処理が必要であり、これらの2つの値が近いほど、これらの属性の絶対値に関係なく、こ
の処理が行われる頻度が高くなります。リース保持期間の日数を、リース保持期限の数日前に

設定すると、リース保持期間の制限に専念する追加のサーバー処理が最小限に抑えられます。

これらの保存期間に影響を受けるクライアントのポリシーを 1つ以上変更する必要がありま
す。すべてのクライアントに適用するようにsystem_default_policyでこれを構成できます。しか
し、これが問題ではないデバイスがある場合は、より選択的に設定することをお勧めします。

この機能を有効にしているクライアントが少ないほど、作業が少ないため、サーバーのパフォー

マンスへの影響が少なくなります。

ポリシー属性のリース保持制限は、そのポリシーに関連付けられているクライアントがリース

日付の制限の対象かどうかを示します。この属性が有効で、DHCPサーバーのリース保持期限
がゼロ以外の値に構成されている場合、このポリシーの対象となるリース期間は、リース保持

期間 -最大年齢よりも古くなることはできません。リース保持期限に向けて進むにつれて、過
去には定期的にリース保持-最小年齢にリセットされます。

プライバシー保護機能の使用を検討する際に覚えておくべきことは次のとおりです。

•最初に有効 (または特定の再構成)を行った場合、既存のリース履歴レコードは、リース保
持限界フラグが設定されていないため、この機能の対象になりません。

•リース履歴のトリミング時間が調整される可能性があります。リース保持期間の上限と
リース保存期間の差の約3分の2に設定されています。たとえば、6時間の既定値を使用す
ると、トリミングは 4時間ごとに行われます。

•システムのディスク入出力レートが上昇します。これは、サーバーがアクティブなリース
レコードと履歴リースレコードの古い時間を更新する必要があるためです。この影響は、

リース保持期間の最大値とリース保存期間の差を大きくすることで、ある程度まで減少し

ます。

•スコープやプレフィックスの削除、範囲の調整などの構成変更が行われると、スコープま
たはプレフィックスに関連付けられたリースは孤立したリースになります。これらの孤立

したリースは、プライバシー保護の時間制限のためにトリミングされず、処理されませ

ん。孤立したリースを削除する必要があります。詳細については、孤立したリースの削除

（15ページ）を参照してください。

DHCPv6クライアントとリース
DHCPv6サーバーは、DHCPv4のクライアントとリースに類似したクライアントとリースをサ
ポートします。以下に、その主な違いを説明します。

•サーバーは、ハードウェアアドレスとクライアント IDを 1つの一意のクライアント識別
子に統合するDHCPv4概念であるDHCP一意識別子 (DUID)によってDHCPv6クライアン
トを識別します。
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• DHCPv6クライアントは、複数のリースを持つことができます。つまり、複数のプレフィッ
クスが単一のリンク上にあり、割り当てグループ属性を使用してグループ化されていない

場合、サーバーは DHCPv4のように、1つのスコープからではなく、使用できる各プレ
フィックスからリースをクライアントに割り当てます。1つのリンク上の複数のプレフィッ
クスが割り当てグループ属性を使用してグループ化されている場合、サーバーは、プレ

フィックスアロケーショングループ内で最も優先度の高いプレフィックスから、割プレ

フィックス割り当てグループり当てグループごとに1つのリースのみをクライアントに割
り当てます (を参照)。

•サーバーは、最初のリースをDHCPv6クライアントに関連付けると最初に作成し、リース
が関連付けられていないときにクライアントを削除します。これは、DHCPv4クライアン
トが 1つのリースしか持てることができない点を除いて、DHCPv4の動作と同じです。

• DHCPv6リースは動的に作成されます。サーバーは、構成時に使用できる可能性のあるす
べてのリースを作成するわけではありません。

リースは次の場合に使用できます。

• Nontemporary：長く、かつ再生可能な可能性がある標準 IPv6ユニキャストaddressesアドレ
ス。

• Temporary：標準 IPv6ユニキャストアドレスですが、有効期間が非常に限られています
(addresses更新不可能)。一時的なアドレスは、IPv6 (RFC 3041を参照)のプライバシーの問
題を解決します。

• Delegated prefixes：プレフィックスの委任に使用されます（RFC 8415を参照）。

リースには、優先存続期間と有効な有効期間の両方があります。

• Preferred：主にクライアントを使用する場合、有効なアドレスが優先lifetimeされる時間。
優先存続期間が満了すると、アドレスは非推奨になります。

• Valid：クライアントとサーバーの両方で使用される、アドレスが有効な状態のままのlifetime
時間です。有効期間は推奨期間より長いか、または同じである必要があります。有効期間

が切れると、アドレスは無効になります。有効な有効期間が切れると、リースは削除され

る資格があります。これは、DHCPv4のリース時間と基本的に同じです。

関連項目

DHCPv6バインディング（7ページ）

リースアフィニティ（7ページ）

リースのライフサイクル（7ページ）

DHCPv6リース予約（25ページ）
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DHCPv6バインディング
バインドは DHCPv6の新機能であり、複数のアドレスグループをクライアントに割り当てる
ことができます。クライアント・バインディングは、次の3つのタイプのいずれかで構成され
ます。

•一時的でない (IA_NA)
•一時(IA_TA)
•プレフィックス委任（IA_PD）

バインディングは、一意の IDアソシエーション ID (IAID)から構成されます。リースは常にバ
インディングの下に存在します。したがって、クライアントには1つ以上のバインディングが
あり、バインディングには1つ以上のリースがあります。サーバーは、最初にリースを追加す
るときにバインディングを作成し、それ以上リースがない場合はバインディングを削除しま

す。最初のバインディングを追加するときにサーバーはクライアントを作成し、バインディン

グがなくなったときにクライアントを削除します。

リースアフィニティ

DHCPv4の場合、リースが期限切れになった場合、またはサーバーがリースを解放すると、
サーバーは、別のクライアントに割り当てられていない限り、そのアドレスに対してクライア

ントを記憶します。DHCPv6の場合、IPv6アドレス空間が大きいため、アドレス生成手法に
よっては、アドレスを別のクライアントに再割り当てする前に eonsが渡される可能性があり
ます。したがって、Cisco Prime Networkレジストラーは、有効期限前に更新を要求しなくても
クライアントが同じアドレスを取得できるように、アフィニティ期間属性を提供します。

アフィニティ期間は、一部の環境では望ましいが、アフィニティー時間がゼロまたは非常に小

さい場合には望ましくありません。アフィニティー期間中、リースはAVAILABLE状態で、最
後にリースされたクライアントに関連付けられます。この期間中にクライアントがリースを要

求した場合、サーバーは同じリースを許可します (または、更新が禁止されている場合、クラ
イアントはそのリースを明示的に取得しません)。

リースのライフサイクル

リースには、州によって制御されるライフサイクルがあります。リースはクライアントに関連

付けられている間のみ存在し、サーバーはそのクライアントに関連付けられていないと削除し

ます。ライフサイクルと状態遷移は次のとおりです。

1. リースが生まれ、サーバーが次の場合にアドレスに関連付けられます。

1. リースの予約を作成し、リースをAVAILABLE状態にして、RESERVEDとしてマーク
します。この状態に関連付けられているタイマーはなく、サーバーは予約されている

限りリースを削除しません。

2. クライアントに ADVERTISEメッセージを送信し、リースを提供状態にします。リー
スは、オファーのタイムアウト後に DELETED状態に移行します。
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3. クライアントに応答メッセージを送信し (要求、書き換え、または REBINDの場合)、
リースをリース状態にします。リースの有効期間が経過すると、リースは期限切れ状

態に移行します。

2. 提供されたリースは次の処理に移行します。

1. LEASED状態は、サーバーが REQUESTメッセージを受信し、リースの有効期間が経
過した後に期限切れ状態に遷移します。

2. 提供時間が経過した場合の DELETED状態。

3. リースリース:

1. サーバーが要求、書き換え、または REBINDメッセージを受信すると、更新されま
す。リースの有効期間が新たに経過した後、リースは期限切れ状態に移行します (新し
い有効な有効期間は 0である可能性があります)。

2. サーバーがRELEASEメッセージを受信すると、RELEASE状態に遷移します。リース
は、リリース猶予期間が経過した後に AVAILABLE状態に移行します。

3. サーバーが辞退メッセージを受信すると、UNAVAILABLE状態に遷移します。サー
バーは、タイムアウト時間が経過した後にリースを削除します。

4. 期限切れリースは、猶予期間の後にいずれかの利用可能な状態に移行します。サーバー
は、アフィニティー期間が経過した後にリースを削除します。

5. 利用可能なリース:

1. DELETE状態に遷移し、サーバーは、アフィニティ期間が経過した後、メモリとリー
スデータベースから削除します。

2. [予約済み]の場合は削除できず、使用可能なまま残ります。

6. サーバーは LEASED、EXPIRED、RELEASED、または AVAILABLEリースをクライアン
トに再提供できますが、現在の状態のままですが、タイムアウトは少なくともオファータ

イムアウトまで延長されます。

DHCPフェールオーバーは、一般的にパートナーが認識するまでこれらの遷移が発生する可能
性がある状態遷移の一部を複雑にします。追加のライフサイクルと状態の遷移 (フェールオー
バー関連)は次のとおりです。

• AVAILABLE (または他の AVAILABLE)状態に移行するには、パートナーが移行を確認す
る必要があるため、承認がパートナーから受信されるまで、PENDING AVAILABLE状態
が使用されます。

•クライアントからのリースの関連付けを解除するには、パートナーからの確認応答も必要
であり、したがって、パートナーが状態変更を確認するまで、PENDING DELETE状態が
使用されます。

スコープでのリースの設定
スコープの IPアドレス範囲を設定した後、DHCP割り当てから生じるリースを監視および調
整できます。

リースの管理
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リースの表示
リースを表示するには、スコープ内でCisco Prime Network Registrar 11.0クイックスタートガイ
ドスコープの管理IPアドレスの範囲を作成する必要があります。

ローカルの基本Web UI
[デザイン]メニューのScopes[DHCPv4]サブメニューの下で [DHCPスコープの一覧/追加]ペー
ジを開き、スコープの[リース]タブをクリックします。ページが開き、各リースをクリックし
て管理できます。

「リースステータス（1ページ）状態」列の値の説明については、「」を参照してくださ
い。リースの有効期限に関するガイドラインについては、をリース期間のガイドライン（3
ページ）参照してください。

[DHCPスコープの編集]ページを開くには、リース IPアドレスをクリックします。

ローカルアドバンスドWeb UI
メニューからDesignScopesDHCPv4サブメニューの下で選択し、[DHCPスコープの一覧/追加]
ページを開きます。その後、スコープの[リース]タブをクリックします。または、スコープの
名前をクリックして [DHCPスコープの編集]ページをLeases開き、ページのタブをクリックし
ます。

CLIコマンド
[vpn-name/]ipaddr showを使用してlease、IPアドレスに基づいて特定のリースのプロパティを表
示します。scope名前付 listLeasesきスコープのすべてのリースを表示するには、名前を使用し
ます。出力は両方のコマンドでほぼ同じです。特定の仮想プライベートネットワーク (VPN)
でリースを一覧表示できないことに注意してください。すべての VPNのすべてのリースがリ
ストに表示されます。

リースに関連付けられた最新のMACアドレス、またはMACアドレスに関連付けられている
リースを表示できます。[vpn-name/]addr macaddrコマンドはlease、リースが予約されているか
アクティブであるかにかかわらず、リースのMACアドレスを表示します。lease list –macaddr
addr [-vpn=vpn-name]コマンドは、そのMACアドレスの IPアドレスがアクティブにリースさ
れた (予約されていない)場合にのみリースデータを一覧表示します。lease list -lansegmentま
た、ADDRマスクおよびaddrマスクコマンドを使用してlease list -subnet、LANセグメントおよ
びサブネット別のリースを一覧表示することもできます。

リースデータのインポートとエクスポート

CLIを使用して、テキストファイルに対してリースデータをインポートしたり、テキストファ
イルからエクスポートしたりできます。

リースの管理
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前提条件のインポート

リースをインポートする前に、次の構成手順を実行する必要があります。

1. インポートするリースの DHCPサーバーでスコープを構成します。
2. リースのホスト名をインポートの一部として DNSに動的に入力する場合は、DHCPサー
バーからの動的更新を許可するように DNSサーバーのゾーンを構成します。

3. DHCPサーバーをインポートモードに設定して、リースインポート中に他のリース要求に
応答しないようにします。

4. すべての時間フィールドに対して、1970年 1月 1日の GMTの午前 0時からの秒数、また
は日、月、日付、時刻、年の形式 (2002年 4月 15日 15:35:48)のいずれかを使用します。

5. リースをインポートした後、DHCPサーバーをインポートモードから外し、他のリース要
求に応答できるようにします。

永続リースオプションを無効にすると、永久リースのインポートは失敗します。必要に応じて

policy name enable permanent-leasesを使用してこのオプションを有効にします。
（注）

インポートとエクスポートコマンド

コマンドとimport leasesコマンドは、特殊なファイル形式を使用します。 export leasesファイル
内の各レコードまたは行は、1つの DHCPクライアントを表します。
field-1|field-2|field-3|...|field-13

垂直線 (|)区切り文字とフィールド値の間にスペースを使用しないでください。少なくとも最
初の4つの必須フィールドを含める必要があります。さらに値を指定する場合は、13個のフィー
ルドが存在するように、残りのNULLフィールドをすべて垂直線 (|)で区切る必要があります。
フィールドは次の順序で示されます。

1. aaのMACアドレス :bb:cc:dd:ee:ff形式 (必須)
2. MACアドレスタイプ（必須）
3. MACアドレスの長さ (必須)
4. ドット付き 10進形式の IPアドレス、.b.c.d (必須)
5. リース開始時間 (グリニッジ標準時、GMT) (オプション)
6. リース有効期限 (GMT) (オプション)
7. 許容延長時間 (GMT) (オプション)
8. 最終トランザクション時間 (GMT) (オプション)
9. DHCPサーバーの IPアドレス（任意）
10. ホスト名（ドメイン無し）（任意）

11. ドメイン名（任意）

12. クライアント ID (オプション)
13. VPN名 (省略した場合は、グローバル VPNが使用されます)

すべての時間フィールドに対して、1970年以降の秒数または日月-日付/時刻の年形式(例:2007
年 4月 9日(月 9/16:35:48))を使用します。
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リースをインポートする場合、DHCPサーバーがリースを受け入れないか、通信障害がリース
パケットをドロップする可能性があります。後者の場合、サーバーはインポートを数回再試行

し、約1分後に失敗を報告します。インポートが失敗した場合は、DHCPサーバーのログファ
イルを調べて、エラーの原因となったリースを見つけます。インポートファイルに戻り、問題

のあるエントリを含めてすべてのリースエントリを削除し、リースのインポートを繰り返し

ます。

を使用export leasesする場合は、現在のリースと期限切れのリースの状態を出力ファイルに書き
込むか、現在のリースのみを書き込むか選択できます。次の例は、CiscoPrimeネットワークレ
ジストラー DHCPサーバーからのリースデータエクスポートの一部を示しています。レコー
ド間の空白行は、わかりやすくするために例に表示されます。実際の出力には含まれていませ

ん。

例:リースデータエクスポート

00:60:97:40:c1:96|1|6|204.253.96.103|Wed Aug 30 08:36:57 2000|Fri Sep 01 13:34:05 2000|
Wed Aug 30 08:36:57 2000|Fri Sep 01 09:34:05 2000|204.253.96.57|nomad|cisco.com|
00:d0:ba:d3:bd:3b|blue-vpn
00:d0:ba:d3:bd:3b|1|6|204.253.96.77|Thu Aug 17 13:10:11 2000|Fri Sep 01 14:24:46 2000|
Thu Aug 17 13:10:11 2000|Fri Sep 01 10:09:46 2000|
204.253.96.57|NPI9F6AF8|cisco.com|blue-vpn
00:d0:ba:d3:bd:3b|1|6|204.253.96.78|Fri Jun 23 15:02:18 2000|Fri Sep 01 14:11:40 2000|
Fri Jun 23 15:02:18 2000|Fri Sep 01 09:56:40 2000|
204.253.96.57|JTB-LOCAL|cisco.com|blue-vpn

インポートファイルのリース期間

リースインポート要求の場合、DHCPサーバーが次の場合は、次のようになります。

•インポートモードで有効になっており、リースがまだクライアントにリースされていない
場合、サーバーはクライアントが指定したリース時間を受け入れます。

•インポートモードでは、リースは既にクライアントにリースされ、サーバーに対して遅延
リースエクステンションが有効になり (デフォルト)、要求は更新時刻 (T1)より前に到着し
ます。

要求が T1の後に到着すると、サーバーはクライアントに要求されたものを何でも与えま
す。有効期限から約 2分以内に、遅延リース延長は動作しません。

•インポートモードに対して有効になっていませんが、サーバーで構成された時間よりも長
いリース時間を受け入れることはありません。

•要求に適用可能なポリシーに対してリース時間の優先を許可が有効になっている場
合、サーバーはクライアントからのリース時間を短く受け入れます。サーバーエキス

パートモードのクライアント要求最小リース時間属性を設定して、リース時間のフロ

アを作成できる場合でも、リース時間を短くすることは、サーバーに許容されます。

•適用可能なポリシーでリース時間の優先を許可する機能が有効になっていない場合、
サーバーは着信パケットの dhcp-lease-time要求を無視し、サーバー設定を使用しま
す。
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インポートファイルにDNSゾーン名が指定されている場合、サーバーはDNSを更新するとき
にゾーン名を使用しません。ファイルがホスト名を指定する場合、クライアントまたはクライ

アント・クラスのエントリーのホスト名指定がホスト名をオーバーライドしない限り、サー

バーは DNSの更新時にホスト名を使用します。

クライアントのホスト名は、DNS更新に使用する DNS更新構成オブジェクトに関連付けられ
ているゾーン以外のゾーンにする必要があります。これは、クライアントまたはクライアント

クラスのエントリでゾーンを指定することによってのみ、DHCPサーバーに表示できます。

アドレス提供前のホストへの ping実行
DHCPサーバーでインターネット制御メッセージプロトコル (ICMP)エコーメッセージ機能
(別名ping)を使用して、IPアドレスに応答するユーザーがいるかどうかを確認してから、それ
を割り当てる(ping-clients属性を使用)することができます。ping-clients属性は、サーバーがリー
スを提供する前にアドレスに対して pingを試行するかどうかを制御します。有効にした場合
は、pingタイムアウト属性も設定する必要があります。このテストにより、DHCPサーバー
は、アドレスを割り当てる前に、そのアドレスが使用されていないかどうかを確認できます。

をping使用すると、2つのクライアントが同じアドレスを使用するのを防ぐことができます。
クライアントが pingに応答すると、DHCPサーバーはそのアドレスを利用不可としてマーク
し、別のアドレスを提供します。このテストは、パワーアップされたクライアントに対しての

み機能します。クライアントがリースを持ち、電源を切ることは可能です。

DHCPサーバーでpingクライアント属性を構成することもできます。この属性は、スコープで
明示的に構成されていない場合、スコープのping-clients属性の既定値を制御します。

スコープを構成している場合は、スコープ固有の構成が優先されます。明示的な構成を持たな

いスコープは、グローバル設定を前提としています。

（注）

pingタイムアウト期間は重要です。pingは、特定の IPアドレスを使用しているクライアント
がないことを確認するのに役立つため、各 pingはタイムアウト期間全体を待機する必要があ
ります。この pingタイムアウト期間はオファーの前に来るので、指定された時間はサーバー
のパフォーマンスに大きな影響を与えます。

•この時間を長く設定しすぎると、リースオファリングプロセスが遅くなります。

•この時間を短く設定しすぎると、IPアドレスを使用して別のクライアントを検出するping
パケットの有効性が低下します。

IPアドレスを提供する前に pingホストを実装するには、次の方法でスコープを変更します。

• pingクライアント属性を有効にします。この機能はデフォルトでは無効になっています。

• pingタイムアウト属性を設定しています。デフォルトでは 300ミリ秒です。

サーバーは、正常な ECHO応答を受信する IPアドレスを使用できなくなります。DHCPサー
バー属性のignore-icmp-errors (プリセット値)を有効にすることで、このアクションを制御でき
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ます。DHCPサーバーは、IPアドレスを使用不可にする理由として、ICMP
DEST_UNREACHABLEを使用し、ICMPECHO要求を送信した後に受信するエラーメッセージ
をTTL_EXPIREDします。

リースの無効化

リースを非アクティブ化すると、クライアントはリースから移動します。リースが使用可能な

場合、このリースを非アクティブ化すると、DHCPサーバーがクライアントにリースを渡すこ
とを防ぎます。リースがアクティブ (クライアントによって保持されている)の場合、非アク
ティブ化すると、クライアントがリースを更新し、サーバーが別のクライアントにリースを渡

すことを防ぎます。リースを非アクティブ化できるのは、サーバーが実行中の場合だけです。

DHCPサーバーは、リースを直ちに非アクティブ化します。

Windowsクライアントがリースを強制的に解放するには、ipconfig /releaseをクライアントマシ
ンで実行します。

ヒント

DHCPv4リースの場合、リースは再びアクティブ化されるまで非アクティブ化されたままにな
ります。DHCPv6リース (アドレスまたはプレフィックスの委任)の場合、クライアントがリー
スから削除されると、リースが自動的にアクティブになるという動作が少し異なります。した

がって、DHCPv6非アクティブ化リースをアクティブ化する必要はありません。ただし、これ
は、現在のリースが終了した後にリースが使用可能であり、クライアントに関連付けられてい

ないリースを非アクティブ化できないことを意味します。DHCPv6予約が非アクティブ化され
た場合、その予約を再度使用するためには、その予約をアクティブにする必要があります。

（注）

ローカルの基本Web UIまたは高度なWeb UI

リースを非アクティブ化するには、[スコープ]の [リース]タブでリースのアドレスリースの表
示（9ページ）をクリックしDeactivate(を参照)、[ ]をクリックします。リースが非アクティ
ブ化として表示されるようになりました。リースを再アクティブ化するには、Activateをクリッ
クします。同様の方法で、DHCPv6リースを非アクティブ化することもできます。

CLIコマンド

リースを非アクティブ化するにはlease、[vpn-name/]ipaddr deactivateを使用します。リースを再
アクティブ化するには、[ lease vpn-name/]ipaddractivateを使用します。

DHCPv6リースを非アクティブ化するには、lease6 [vpn-name/]addr非アクティブ化を使用しま
す。DHCPv6リースを再アクティブ化するには、lease6 [vpn-name/]addrアクティブ化を使用し
ます (ただし、クライアントがリースから削除されたときに自動的にこれが行われるため、
DHCPv6リースは通常再アクティブ化する必要はありません)。
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範囲からのリースの除外

IPアドレス範囲は、定義上、連続している必要があります。既存の範囲からリースを除外する
には、範囲を2つに分割する必要があります。新しい範囲は、元の開始範囲と終了範囲のアド
レスと除外するアドレスの間のアドレスで構成されます。

除外されたアドレスに現在アクティブなリースがある場合は、まずのリースの無効化（13
ページ）手順に従って、そうでない場合は警告メッセージが表示されます。アクティブなリー

スを削除すると、削除されたアドレスが後で再構成され、再割り当てされた場合、重複する IP
アドレスが生じる可能性があります。サーバーを再ロードした後、リースに関する情報は存在

しなくなります。

注意

ローカルの基本Web UI

スコープアドレス範囲からリースを除外するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 Designメニューで、[DHCPv4]サブメニューから Scopesを選択し、[DHCPスコープの一覧/追加（List/Add
DHCP Scopes）]ページを開きます。

ステップ 2 [スコープ]ウィンドウでスコープの名前をクリックして、[DHCPスコープの編集]ページを開きます。

ステップ 3 [範囲（Ranges）]領域で、削除する IPアドレス範囲の横にある [削除（Delete）]アイコンをクリックしま
す。

ステップ 4 除外された IPアドレスの直前に終了する範囲を追加します。

ステップ 5 除外された IPアドレスの直後に始まる別の範囲を追加します。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックしてスコープを保存します。

ステップ 7 DHCPサーバーをリロードします。

ローカルアドバンスドWeb UI

スコープアドレス範囲からリースを除外するには、基本モードと同じ操作が存在します。

CLIコマンド

スコープアドレス範囲からリースを除外するには、リース範囲 (scope name listRanges)を検出
leaseし、リースを非アクティブ化します ([vpn-name/]ipaddr deactivate)、その IPアドレスscope(
name removeRange start end)の範囲だけを削除します。その後、結果の範囲が適切に分割されま
す。

次の例では、範囲から192.168.1.55アドレスを削除します。リースがVPNが定義されたスコー
プ内にある場合は、セッションに対してVPNを明示的に定義するか、またはVPNプレフィッ
クスをleaseコマンドに含めることができます。
nrcmd> session set current-vpn=red
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nrcmd> scope examplescope1 listRanges

nrcmd> lease red/192.168.1.55 deactivate

nrcmd> scope examplescope1 removeRange 192.168.1.55 192.168.1.55

nrcmd> scope examplescope1 listRanges

孤立したリースの削除

孤立したリースを削除するには、次の手順を実行します。

始める前に

スコープやプレフィックスの削除、または範囲の調整などの設定変更が行われると、スコープ

またはプレフィックスに関連付けられているリースが孤立したリースになります。これらの孤

立したリースは、日付の制限に違反しないように定期的に更新されません。

リース日付制限機能を使用する場合は、孤立リースが存在しないようにします (または定期的
に消去します)。

ステップ 1 DHCP属性の削除-孤立リースを有効にする:
nrcmd> dhcp enable delete-orphaned-leases

ステップ 2 DHCPサーバーをリロードします。
nrcmd> dhcp reload

ステップ 3 DHCP属性の削除-孤立リースの設定を解除する:
nrcmd> dhcp unset delete-orphaned-leases

ステップ 4 DHCPサーバーをリロードします。
nrcmd> dhcp reload

サーバー全体のリースの検索

Ciscoプライムネットワークレジストラーを使用すると、サーバー全体でリースを検索できま
す。検索は、ネットワーク用に構成された1つ以上のリースを対象とするリース属性の組み合
わせを指定できるフィルターメカニズムです。リース履歴検索機能はローカルおよび地域の両

方のクラスターで使用できますが、アクティブなリース検索機能はローカルクラスターでのみ

使用できます。検索機能は、DHCPv4と DHCPv6のリースに対して個別に提供されます。

Ciscoプライムネットワークレジストラーを使用して、アクティブなリースを検索することも
できます。

リースの管理

15

リースの管理

孤立したリースの削除



ローカルアドバンスドWeb UI

DHCPv4リースを検索するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 メニューからOperateサブDHCPv4 Current Leasesメニューの下をReports選択して、[DHCPリース検索]ペー
ジを開きます。

DHCPリース検索ページを開くには、[DHCPリース履歴検索]ページの [検索]ボタンをクリック
します (Reportsサブメニューの [DHCPv4リース履歴]を選択して [DHCPリース履歴検索]ページ
を開きます)。このボタンをクリックすると、リース履歴検索ページとアクティブなリース検索
ページを切り替えることができます。

（注）

ステップ 2 アドレスなど、ドロップダウンリストから、[フィルタ属性（Filter Attribute）]を選択します。DHCPv4と
DHCPv6には、フィルター属性の個別のリストがあります。また、アクティブリースと履歴リースでは、
フィルタ属性のセットが異なります。

属性は、要素として選択するとグレー表示されます。

ステップ 3 ドロップダウンリストから、フィルタタイプを選択します。少なくともバイナリまたは正規表現を選択で
きますが、選択したフィルタ属性に応じて、リストに次の 1つ以上を含めることができます。

•バイナリ -値はバイナリ表記です。

• [日付の範囲] -日付値の範囲、日付と時刻から日付と時刻を指定します。

•整数 -値は整数です。

•整数の範囲 -整数値の起き値から整数値の To値。

• IP Address：値は IPアドレスです。

• IP範囲:IPアドレスの [宛先]値から IPアドレスの値。

• IPサブネット:値は IPサブネットです。

•正規表現 -値は正規表現構文の正規表現です。(正規表現の一般的な使用方法については、『』の「管
理者の設定」の章 Ciscoプライムネットワークレジストラー 11.0管理ガイドを参照してください。

ステップ 4 選択したタイプに基づいて値を入力します。フィルタをクリアするには、Clear Filterをクリックします。

ステップ 5 AddクリックElementすると、検索要素が [フィルター要素]リストに追加されます。フィルター表示を展開
し、要素の横にある[削除]アイコンをクリックすると、要素を削除できます。

ステップ 6 要素のリストを作成したら、それらの要素を検索して、結果を得るための要素をまとめて検索できます。
Searchをクリックします。

ステップ 7 検索の結果として得られるリースのテーブルを確認し、各アドレス、状態、MACアドレス、ホスト名、フ
ラグ、および有効期限を示します。必要に応じて、ページサイズを変更して、さらにエントリを表示しま

す。リースは IPアドレスで順序付けられます。
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フィルターエレメントは、検索のために一緒に ANDされます。検索結果が期待どおりの結果を
得られない場合は、フィルター要素リストをもう一度確認し、結果を妨げる可能性のある要素を

削除します。

ヒント

ローカルアドバンスドWeb UI

DHCPv6リースを検索するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 メニューからOperate、DHCPv6 Current Leasesサブメニューの下Reportsで選択し、DHCP v6リース検索ペー
ジを開きます。

DHCPv6LeaseHistoryサブメニューの下Reportsで選択した場合は、DHCPv6リース検索ページに移動するこ
ともできます。DHCPv6LeaseHistoryサブメニューの下でReports選択すると、DHCPv6リース履歴検索ペー
ジが表示されます。[DHCP v6リース検索]ページに移動するには、[検索]ボタンをクリックする必要があ
ります。

ステップ 2 アドレスなど、ドロップダウンリストから、[フィルタ属性（Filter Attribute）]を選択します。

ステップ 3 ドロップダウンリストから、フィルタタイプを選択します。少なくともバイナリまたは正規表現を選択で
きますが、選択したフィルタ属性に応じて、リストに次の 1つ以上を含めることができます。

•バイナリ -値はバイナリ表記です。

• [日付の範囲] -日付値の範囲、日付と時刻から日付と時刻を指定します。

•整数 -値は整数です。

•整数の範囲 -整数値の起き値から整数値の To値。

• IPv6アドレス:値は IPv6アドレスです。

• IPv6プレフィックス:値は IPv6プレフィックスです。

•正規表現 -値は正規表現構文の正規表現です。（一般的な正規表現の使用方法については、Ciscoプラ
イムネットワークレジストラー 11.0管理ガイドの「管理者の設定」の章を参照してください）。

• [次の値を含む] -値は IPv6アドレスまたはプレフィックスです(IPv6アドレスでのみ使用できます)。
クエリは、指定したアドレスまたはプレフィックスを含むリースを一覧表示します。

ステップ 4 選択したタイプに基づいて値を入力します。フィルタをクリアするには、Clear Filterをクリックします。

ステップ 5 AddクリックElementすると、検索要素が [フィルター要素]リストに追加されます。フィルター表示を展開
し、要素の横にある[削除]アイコンをクリックすると、要素を削除できます。

ステップ 6 要素のリストを作成したら、それらの要素を検索して、結果を得るための要素をまとめて検索できます。
Searchをクリックします。

ステップ 7 検索の結果として得られるリースのテーブルを確認し、各アドレス、状態、MACアドレス、ホスト名、フ
ラグ、および有効期限を示します。必要に応じて、ページサイズを変更して、さらにエントリを表示しま

す。リースは IPアドレスで順序付けられます。
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CLIコマンド

DHCPv4空間でleaselist–macaddrリースを検索するには、mac-addr [–vpn=vpn-name]を使用しま
す。リースのMACアドレスを指定します。VPN指定を省略すると、現在の VPNに基づいて
検索を行います。

DHCPv4空間のリースの場合は、次lease listの構文を使用します。
nrcmd> lease list [-macaddr=mac-addr] [-cm-macaddr=cm-mac-addr]

[-reservation-lookup-key=key] [-mac | -blob | -string]]
[-vpn=vpn-name] [-count-only]

DHCPv4スペース内のリースの場合は、次の lease listbrief構文を使用します。
nrcmd> lease listbrief [-macaddr=mac-addr] [-cm-macaddr=cm-mac-addr]

[-reservation-lookup-key=key] [-mac | -blob | -string]]
[-vpn=vpn-name] [-count-only]

DHCPv6空間のリースの場合は、次lease6 listの構文を使用します。
nrcmd> lease6 list[-duid=client-id]

[-lookup-key=key] [-blob | -string]]
[-reservation-lookup-key=key] [-blob | -string]]
[-macaddr=mac-addr]
[-cm-macaddr=cm-mac-addr]
[-vpn=vpn-name] [-count-only]

DHCPv6スペース内のリースの場合は、次の lease6 listbrief構文を使用します。
nrcmd> lease6 listbrief[-duid=client-id]

[-lookup-key=key] [-blob | -string]]
[-reservation-lookup-key=key] [-blob | -string]]
[-macaddr=mac-addr]
[-cm-macaddr=cm-mac-addr]
[-vpn=vpn-name] [-count-only]

オプション–macaddrと–cm-macddrオプションは、CableLabs DOCSISvendor-optsオプション
(DHCPv6オプション 17)で識別されるリースを検索することです。たとえば、次の 2つのコマ
ンドの場合は、次のようになります。

nrcmd> lease6 listbrief -macaddr=01:02:03:04:05:06
nrcmd> lease6 listbrief -cm-macaddr=01:02:03:04:05:06

–macaddr回線には、オプション 17 device-idサブオプション (36)に要求されたMACアドレス
が含まれているリースがリストされます。–cm-macddr行には、オプション 17 cm-mac-address
サブオプション (1026)が要求されたMACアドレスと一致するリースがリストされます。(こ
れらの番号順のDHCPv6オプション一覧サブオプションの詳細については、を参照してくださ
い。

クライアント予約の使用
以前のバージョンのCiscoPrimeNetworkレジストラーのバージョンでは、クライアントが必要
とするリースを取得する唯一のオプションは、リース予約の作成（22ページ）リース予約を
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作成することでした(を参照)。クライアント(ごとに予約を作成するのは必ずしも簡単ではあり
ません。また、CiscoPrimeネットワークレジストラー予約をデータベースに同期するプロセス
も非常に複雑です。クライアント予約機能は、この複雑さを軽減するのに役立ちます。

Cisco Primeネットワークレジストラー DHCPサーバーが DHCPv4クライアントに IPアドレス
を割り当てる際にサポートされている現在の機能は次のとおりです。

•クライアントのリースベースの予約が存在し、リースが使用可能な場合は、その予約が使
用されます。

•それ以外の場合、クライアントがアドレスを要求し、そのアドレスが使用可能な場合は、
そのアドレスが使用されます。

•それ以外の場合は、クライアントが使用できるスコープの1つからランダムアドレスが使
用されます。

クライアント予約機能を使用すると、クライアントエントリ(CiscoPrimeNetworkレジストラー
または LDAPに直接保存される)または拡張を通じて、アドレスを指定してプレフィックスを
委任できます。また、クライアントは複数のスコープまたはプレフィックスに配置でき、サー

バーはクライアントの場所に適したアドレスを選択します。

クライアント予約リースは、基本的に予約済みリースです。主な違いは、リースが予約されて

いるクライアントが、クライアントの予約の場合にサーバーに知られていない点です。クライ

アント予約は、多数のクライアントのリースを構成する場合や、単一のクライアントに対して

多数のリースを構成する場合に使用されます。

クライアントの予約は、次の3つの主要なメカニズムのいずれかを使用してCiscoPrimeネット
ワークレジストラーに提供できます。

•内部クライアントデータベースの使用:リース予約と同じ問題がいくつか発生しますが、
CiscoPrimeNetworkレジストラー内部クライアントデータベースが他の目的で既に使用さ
れている場合は、より良いオプションになる場合があります。内部クライアントデータ

ベースが、クライアントを単独で維持する必要があり、予約を維持する必要が生じるため

には、リース予約と比較すると、より有利になります。

• LDAPを使用する:Cisco Prime Networkレジストラーは、LDAPリポジトリ(Cisco Prime
Networkレジストラーの外部)でクライアントを検索することができ、クライアントがクラ
イアント予約を指定する場合があります。

•エクステンションの使用:CiscoPrimeNetworkレジストラーは、エクステンションを使用し
て外部サーバーまたはデータベースと通信するように設定できます。

Cisco Prime Networkレジストラークライアントデータベースまたは LDAP内で維持されるク
ライアントエントリには、クライアントが使用するはずのアドレスとプレフィックスを含める

ことができます。クライアント予約を指定する属性は次のとおりです。

1. reserved-addresses-クライアント用に予約されているアドレスのリストを指定します。使用
可能なスコープに一致する最初の使用可能なアドレス (予約への制限が有効になっている
必要があります)がクライアントに割り当てられます。
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2. reserved-ip6addresses：クライアント用に予約されているアドレスのリストを指定します。
使用可能なプレフィックスに一致する使用可能なすべてのアドレス (予約に制限が有効に
なっている必要があります)がクライアントに割り当てられます。

3. reserved-prefixes-クライアント用に予約されているプレフィックスのリストを指定します。
使用可能なプレフィックスに一致する使用可能なすべてのプレフィックス (予約制限が有
効になっている必要があります)がクライアントに割り当てられます。

上記の属性は VPNを示すものではなく、(クライアントが接続できる)すべての VPNに適用さ
れます。したがって、VPNでクライアント予約を使用する場合は、予約済みアドレスが適切な
VPNでのみ有効であることを確認するか (含まれるスコープまたはプレフィックスが存在し、
予約が制限されているすべてのVPNに適用されるため)、VPNごとに一意のクライアントを確
保する必要があります。

（注）

属性の予約制限は、スコープ、スコープテンプレート、プレフィックス、およびプレフィック

ステンプレートの各オブジェクトに追加され、クライアント予約を指定します。

LDAPのクライアントの場合、LDAP属性名と対応するクライアント属性名との間のマッピン
グをセットアップする必要があります。

LDAPアドレス属性にクライアントの IPv4アドレスリストが含まれている場合、 ldap servername
setEntry query-dictionary ldap-attribute=cnr-client-attribute を使用して、reserved-addresses属性に
マッピングします。次に例を示します。

nrcmd> ldap ldap-1 setEntry query-dictionary addresses=reserved-addresses

ローカルアドバンスドWeb UI
スコープをクライアント予約に制限するには、次の手順を実行します。

1. [デザイン]メニューの[DHCPv4]サブメニューの [スコープ]を選択して、[DHCPスコープ
の一覧/追加]ページを開きます。スケジュールを作成するには、「スコープの作成」を参
照してください。

2. [DHCPスコープの一覧/追加]ページの [その他の設定]グループで、[予約制限]属性を有効
にします。

既存のスコープを変更してクライアント予約を指定するには、必要なスコープ名をクリッ

クして [DHCPスコープの編集]ページを開きます。[その他の設定]グループの[予約制限]
属性の[有効]をクリックします。

フラグクライアント予約は、スコープがクライアント予約に制限されていることを示しま

す。

スコープテンプレートをクライアント予約に制限するには、次の手順を実行します。

リースの管理

20

リースの管理

ローカルアドバンスドWeb UI



1. [デザイン]メニューの[DHCPv4]サブメニューの [スコープテンプレート]を選択して、
[DHCPスコープテンプレートの一覧/追加]ページを開きます。スコープスコープテンプ
レートの作成と適用テンプレートを作成するには、「」を参照してください。

2. [DHCPスコープテンプレートの一覧/追加]ページの [その他の設定]で [予約制限]属性を
有効にします。

既存のスコープテンプレートを変更してクライアント予約を指定するには、必要なスコー

プテンプレート名をクリックして[DHCPスコープテンプレートの編集]ページを開きま
す。[その他の設定]グループの[予約制限]属性の[有効]をクリックします。

プレフィックスをクライアント予約に制限するには、次の手順を実行します。

1. [デザイン]メニューの[DHCPv6]サブメニューの下にある[プレフィックス]を選択して、
[DHCP v6プレフィックスの一覧/追加]ページを開きます。

2. [プレフィックス]ウィンドウの [プレフィックスの追加]アイコンをクリックし、プレフィッ
クス名とアドレスを入力して、[IPv6プレフィックスの追加]をクリックします。

3. [プレフィックス]ペインのプレフィックス名をクリックして、[DHCPv6プレフィックスの
編集]ページを開きます。[親以外の設定]グループの[予約制限]属性を有効にします。

予約制限属性が有効になっているプレフィックスは、ライセンスが必要なアクティ

ブリースの合計にはカウントされません。クライアント予約を受信するクライアン

トは、そのアクティブなリース数をカウントしますが、これは、リースが実際にク

ライアントによって保持されている場合にのみ発生します。

（注）

プレフィックステンプレートをクライアント予約に制限するには、次の手順を実行します。

1. プレフィックスをクライアント予約に制限するには、[デザイン]メニューの[DHCPv6]サブ
メニューの [プレフィックステンプレート]を選択して、[DHCP v6プレフィックステンプ
レートの一覧/追加]ページを開きます。

2. [プレフィックステンプレート]ウィンドウの [プレフィックステンプレートの追加]アイ
コンをクリックして、[プレフィックステンプレートの追加]ダイアログボックスを開きま
す。

3. プレフィックステンプレート名を入力し、[接頭辞テンプレートを追加]ボタンをクリック
します。

4. [予約に制限]属性を有効にする]をクリックします。

既存のプレフィックステンプレートを変更してクライアント予約を指定するには、クライ

アント予約に制限するプレフィックステンプレート名をクリックします。

restrict-to-reservations属性に対して [有効（enabled）]をクリックします。
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クライアント予約とリース予約の違い

クライアントの予約には、リース予約に関して次のような大きな違いがあります。

•任意のアドレスに対してクライアント予約が1つだけであることを確認するための検証は
ありません。同じアドレスまたはプレフィックスを指定するクライアントが2つある場合
は、どちらのクライアント要求が最初に到着しても、そのリースが許可されます。

•クライアント予約は、クライアントが DHCP構成を完了した後にのみ、実際に存在しま
す。リース予約は、クライアントトランザクションが発生しない場合でも知られているた

め、DHCPサービスをまったく提供しないクライアントにも使用できます。

Cisco Prime Network Registrarは以下をサポートします。

•特定の IPアドレスのリース予約を作成する。

•ケーブルソース検証がケーブルモデム終端システム(CMTS)で正しく動作する IPアド
レスに対して正しいケーブルモデムのMACアドレスを設定します。

これは、Cisco Prime Networkレジストラー DHCPサーバーが DHCPクライアントトラン
ザクションの前にリース予約を認識し、それらのアドレスに対するCMTSからの leasequery
要求に正しく応答するためです。これに対して、クライアント予約は DHCPサーバーに
DHCPクライアントパケットが到着する前に DHCPサーバーに認識されません。クライ
アント登録のためにクライアント予約として構成された IPアドレスの leasequeryは、IP
アドレスがクライアント予約であることを (一般に)認識しません。

したがって、DHCPサーバーが正の応答を返すはずの leasequeryは、クライアントがリー
スを要求していない場合でも、適切なケーブルモデムMACアドレスを含む肯定的な結果
を返す場合でも、クライアント予約では動作しません。

リース予約の作成
クライアントが常に同じリースを取得するようにするには、リース予約を作成します。リース

予約の管理は、ローカルクラスターでdhcp-adminロールを持つ管理者、または地域クラスター
の dhcp管理サブロールを持つ中央 cfg-adminロールを持つ管理者のみが使用できます。

サーバーから DHCPv4および DHCPv6予約を照会することができます。

すべてのリース予約は、ライセンスされた IPアドレスの数と比較されるアクティブなリース
の合計にカウントされます。

（注）

DHCPv4予約
DHCP編集モードが同期モードの場合、予約変更は自動的にDHCPサーバーに転送され、直ち
に有効になります。
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編集モードがステージングされると、ローカルクラスタの予約リストに対して行った変更は、

親スコープを変更して、サーバーの再ロードが必要であることを示します。地域の予約リスト

に変更を行うと、親サブネットが変更されます。

ローカルの基本Web UI

リース予約Designを表示するには、メニューからScopesDHCPv4サブメニューを選択して [DHCP
スコープの一覧表示/追加]ページを開き、[予約]タブをクリックします。

このページで引当を作成するには、リース用に予約する IPアドレスを入力し、[ルックアップ
キー]フィールドにルックアップキーを入力します。ルックアップキーエントリに応じて、
MACアドレス(デフォルト)または文字列またはバイナリラジオボタンをクリックします。Add
Reservationをクリックします。リース IPアドレス、ルックアップキー、スコープの詳細は、
[DHCP予約の一覧/追加]ページに表示されます。

ローカルアドバンスドWeb UI

DHCPv4スコープのリース予約を表示するには、DesignメニューからサブメニューのScopes下
をDHCPv4選択して[DHCPスコープの一覧/追加]ページを開きます。基本WebUIに関する手順
を実行します。

詳細モードでは、スコープに依存しない予約を作成するメカニズムも提供されます。DHCPv4
スコープの予約を直接構成するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 メニューからDesignReservationsDHCPv4サブメニューの下で選択し、[DHCP予約の一覧表示/追加]ページ
を開きます。

ステップ 2 [予約]ウィンドウの[DHCP予約の追加]アイコンをクリックし、リース用に予約する IPアドレスを入力し
ます。

ステップ 3 ルックアップキーエントリに応じて、MACアドレス(デフォルト)または文字列またはバイナリラジオボ
タンをクリックします。Saveをクリックします。

フィルタを使用して、表示されるリストのサイズを小さくすることができます。これを行うには、

[フィルタタイプ（Filter Type）]ドロップダウンリストからフィルタタイプを選択します。フィ
ルターの値は、フィルターの種類の選択として設定されます。[フィルタの設定（Set Filters）]を
クリックします。フィルタタイプを「None」に設定するには、[フィルタのクリア（ClearFilter）]
をクリックします。リースの IPアドレス、ルックアップキー、およびスコープの詳細は、[DHCP
予約の一覧と追加（List/Add DHCP Reservations）]ページに表示されます。

ヒント

複数のDHCPサーバーは、DHCPフェールオーバーパートナーでない限り、同じサブネット上に
IPアドレスを配布しないでください。フェールオーバーを使用する場合、クライアント予約は各
サーバーで同一である必要があります。存在しない場合、リース予約が存在するクライアントは、

異なるサーバーから異なる IPアドレスのオファーを受け取ることができます。フェールオーバー
同期機能は、パートナーの構成が一貫していることを確認するのに役立ちます。

（注）
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CLIコマンド

予約コマンドを使用すると、Ciscoプライムネットワークレジストラーの DHCPv4予約のグ
ローバルリストにアクセスできます。

使用して新しいアドレスを作成します,予約[vpn-name/]アドレス作成{macaddr |検索キー}[-mac
|-ブロブ|-文字列][属性=値..]

次に例を示します。

nrcmd> reservation white/192.168.1.110 create 00:d0:ba:d3:bd:3b

使用してアドレスを削除する予約[vpn-name/]アドレス削除

次に例を示します。

nrcmd> reservation white/192.168.1.110 delete

を使用して属性を取得する、予約[vpn-name/]アドレス取得属性

次に例を示します。

nrcmd> reservation white/192.168.1.110 get value

使用して属性を設定する、予約[vpn-name/]アドレスセット属性=値

次に例を示します。

nrcmd> reservation white/192.168.1.110 prefix=cm_prefix

使用して属性を設定解除する、予約[vpn-name/]アドレスの設定解除属性

次に例を示します。

nrcmd> reservation white/192.168.1.110 unset value

を使用してアドレスを表示する予約[vpn-name/]アドレスショー

次に例を示します。

nrcmd> reservation white/192.168.1.110 show

予約リスト[VPN名/]アドレスを使用して予約を表示する |-マック|-キー]。このコマンドは、ソー
ト順を変更するために -keyが指定されていない限り、予約をアドレス順に表示します。

次に例を示します。

nrcmd> reservation list white/192.168.1.110

予約の簡単な詳細を表示するには、予約リストブリーフ[-macaddr=mac-addr] [-lookup-key=ルッ
クアップキー [-mac |-ブロブ|-文字列][-vpn=VPN名][-カウントのみ]

次に例を示します。

nrcmd> reservation listbrief -lookup-key=d4:6a:a8:d3:e2:ea -mac
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DHCPv6リース予約
予約は、非一時アドレスとデリゲートされたプレフィックスにのみ適用されます。これらは、

構成内のプレフィックスに関連付けられており、常に、構成済みのプレフィックスオブジェク

トの下のアドレス (またはプレフィックス)に対して使用する必要があります。

予約は、別のプレフィックスのオブジェクト範囲内になっていない場合、プレフィックスのオ

ブジェクト範囲の外側に置くことができます。ただし、新しいプレフィックスオブジェクトを

追加する場合は、この影響を受けます。プレフィックスの新しい範囲に含まれている予約が存

在する場合、プレフィックスは追加されません。これにより、EX_CONFLICTステータスにな
ります。詳細は、リース予約の作成（22ページ）を参照してください。

DHCPv4予約の操作は、アドレスが v4アドレスではなく v6アドレスであることを除いて、
DHCPv6予約に似ています。また、DHCPv6クライアントの主な IDは、MACアドレスではな
く、クライアントDUIDです。DHCPv6予約には、アドレスと委任されたプレフィックスが含
まれます。

（注）

v6予約リストで行った変更は、親プレフィックスを変更して、サーバーの再ロードが必要であ
ることを示します。地域サーバーでは、DHCP編集モードが同期モードで、親プレフィックス
がローカルクラスタに割り当てられている場合、変更は自動的にローカルクラスタに転送さ

れます。これらの変更を有効にするには、サーバーの再ロードが必要です。

複数の DHCPサーバーが同じプレフィックスに IPアドレスを配布する場合、予約は同一であ
る必要があります。存在しない場合、予約が存在するクライアントは、異なるサーバーから異

なる IPアドレスのオファーを受け取ることができます。

注意

リース予約は、IPアドレスとルックアップキーを組み合わせます。検索キーには、文字列値
またはバイナリ BLOBを指定できます。

サーバーが再ロードされるときに、既存のリースに競合する (または含まれている)短いプレ
フィックスまたは長いプレフィックスを持つ新しいプレフィックス委任予約が追加された場

合、予約は既存のリースの読み込みができなくなります。

（注）

ローカルアドバンスドWeb UI

DHCPv6プレフィックスの予約を表示するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 DHCPv6リース予約を表示するには、[設計]メニューのPrefixesサブメニューDHCPv6の下で [DHCPv6プレ
フィックスの一覧/追加]ページを開きます。
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ステップ 2 [プレフィックス]ペインでプレフィックスを選択し、[予約]タブをクリックします。

ローカルアドバンスドWeb UI

DHCPv6プレフィックスの予約を直接設定するには、次の手順を実行します。

拡張モードでは、有効な親プレフィックスが指定されていない場合、CCMサーバーは自動的
に適切な親プレフィックスを設定します。

ステップ 1 メニューからDesignReservationsDHCPv6サブメニューの下で選択し、DHCP v6予約のリスト/追加ページを
開きます。

ステップ 2 予約を作成するには、[予約]ウィンドウの[DHCP v6予約の追加]アイコンをクリックし、リース用に予約
する IPアドレスを入力し、[検索キー]フィールドにルックアップキーを入力します。

ステップ 3 [検索キー]フィールドにバイナリ値を入力した場合は、[文字列]ラジオボタンをクリックするか、[バイナ
リ]ラジオボタンをクリックします。

ステップ 4 Add Reservationをクリックします。

ステップ 5 [予約]ウィンドウで、[フィルターの種類]ドロップダウンリストからフィルターの種類を選択します。
[フィルタ値]フィールドに値を入力します。[フィルタの設定（Set Filters）]をクリックします。[フィルタ
の種類]を [なし]に設定するには、[フィルタのクリア]をクリックします。リース IPアドレス、ルックアッ
プキー、およびプレフィックスの詳細が[DHCP v6予約の一覧/追加]ページに表示されます。

CLIコマンド

reservation6コマンドを使用すると、Ciscoプライムネットワークレジストラーの DHCPv6予約
のグローバルリストにアクセスできます。

グローバルリストの各予約に一致するプレフィックスが存在する必要があります。

を使用して新しいアドレスを作成します,予約6 [vpn-name/]アドレス作成ルックアップキーを作
成する [-blob |-文字列][属性=値..]

次に例を示します。

nrcmd> reservation6 white/2001:db8::1 create 00:03:00:01:01:02:03:04:05:06

使用してアドレスを削除する,予約6 [vpn-name/]アドレス削除

次に例を示します。

nrcmd> reservation6 white/2001:DB8::1 delete

使用して属性を取得します,予約6 [vpn-name/]アドレス取得属性

次に例を示します。

nrcmd> reservation6 white/2001:DB8::1 get value
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使用して属性を設定する、予約6 [vpn-name/]アドレスセット属性=値

次に例を示します。

nrcmd> reservation6 white/2001:DB8::1 set prefix=cm_prefix

使用して属性を設定解除します,予約6 [vpn-name/]アドレスの設定なしの属性

次に例を示します。

nrcmd> reservation6 white/2001:DB8::1 unset value

使用してアドレスを表示する予約6 [vpn-name/]アドレスショー

次に例を示します。

nrcmd> reservation6 white/2001:DB8::1 show

予約を使用して予約を表示する予約6リスト[[VPN名/]アドレス|-キー]。このコマンドは、ソー
ト順を変更するために -keyが指定されていない限り、予約をアドレス順に表示します。

次に例を示します。

nrcmd> reservation6 list white/2001:DB8::1

使用して予約の簡単な詳細を表示します,予約6リストブリーフ[-検索キー=ルックアップキー
[-blob |-文字列][-vpn=VPN名][-カウントのみ]

次に例を示します。

nrcmd> reservation6 listbrief -lookup-key=def -string -vpn=vpn1

リースと予約プロパティの詳細設定
高度なリースと予約のプロパティを設定することができます。

•現在リースされている IPアドレスの予約-現在リース済みのアドレスの予約（28ページ）

•リースの予約解除 -を参照してください。リースの予約解除（29ページ）

• MAC以外のアドレスへのリースの延長:を参照してください。MAC以外のアドレスへの
予約の拡張（30ページ）

•リースの可用性の強制-「」を参照してください。リースを強制的に使用可能にする（33
ページ）

•リースの更新の抑制-「」を参照リース更新の抑制（33ページ）

•利用不可とマークされたリースの処理 -「」を参照使用不可としてマークされているリー
スの処理（37ページ）

•利用できないリースのタイムアウトの設定 -を参照してください。使用不可リースのタイ
ムアウトの設定（38ページ）
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現在リース済みのアドレスの予約

1台目のクライアントにリースがある場合でも、別のクライアントに対して再使用している間
に、そのクライアントの予約を削除できます。

ローカルアドバンスドWeb UI

既存のリースを予約するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 メニューのDesignScopesサブメニューの下DHCPv4でを選択し、スコープの名前を選択して [DHCPスコー
プの編集]ページを開きます。

ステップ 2 [リース]タブをクリックします。

ステップ 3 リースの IPアドレスをクリックします。

ステップ 4 IPアドレスがリースされていない場合 (使用可能な状態)、予約のルックアップキーまたはMACアドレス
を入力します。

ステップ 5 Make Reservationをクリックします。[DHCPスコープの編集]ページで、リースが予約済みとして表示され
ます。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックしてスコープを保存します。

ステップ 7 予約を削除するには、[DHCPRemove Reservationスコープの編集]ページをクリックし、スコープを変更し
ます。リースは予約済みとして表示されなくなります。

既存のリース予約の例

このCLIコマンドの例では、既存のリースから予約を作成します。これは、dhcp-editモードが
同期に設定され、予約がサーバーに動的に追加されることを前提としています。

nrcmd> reservation 192.168.1.110 create 1,6,00:d0:ba:d3:bd:3b
nrcmd> lease 192.168.1.110 activate

クライアント 1,6,00:d0:ba:ba:d3:bd:3bはDHCPDISCOVERを行い、192.168.96.110のオファーを
受け取ります。クライアントはDHCPREQUESTを実行し、同じ IPアドレスに対するACKメッ
セージを取得します。

時間が経過すると、クライアント 1,6,00:d0:ba:d3:bd:3bは、サーバーが確認する更新されるい
くつかの DHCPREQUESTを実行します。次に、クライアントリースの有効期限が切れる前の
時点で、予約を終了します。

nrcmd> lease 192.168.1.110 deactivate
nrcmd> reservation 192.168.1.110 delete

その後、その IPアドレスが最初のクライアントにリースされている場合でも、その IPアドレ
スに対して別のクライアントの予約を追加します。

nrcmd> reservation 192.168.1.110 create 1,6,02:01:02:01:02:01
nrcmd> lease 192.168.1.110 activate
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このアクションにより、あるクライアントにリースされているが、別のクライアント用に予約

された IPアドレスが作成されます。新しいクライアント (1,6,02:02:02:01:02:02:01)が元のクラ
イアント (1,6,00:d0:d0:d3:bd:3b)の前にDHCPDISCOVERを実行した場合、新しいクライアント
は 192.168.96.110を取得しませんが、動的プールからランダムな IPアドレスを取得します。

元のクライアント (1,6,00:d0:ba:d3:bd:3b)が次の DHCPREQUEST/RENEWを 192.168.96.110の
リースに送信すると、NAKメッセージが表示されます。一般に、非確認メッセージを受信す
ると、クライアントは直ちに DHCPDISCOVERを送信します。DHCPDISCOVERを受信する
と、サーバーは 192.168.96.110の残りのリース時間をキャンセルします。

次に、サーバーはクライアントに1,6,00:d0:ba:d3:bd:3b適切なリースを提供します (192.168.96.110
以外の予約、動的リース (使用可能な場合)、または何も (動的リースが利用できない場合)。
新しいクライアント (1,6,02:01:02:02:02:02:01)が受信したランダム IPアドレスを更新しようと
すると、サーバーは予約済みアドレスを指定するため、NAKを送信します。新しいクライア
ントが DHCPDISCOVERを実行すると、192.168.96.110予約アドレスが取得されます。

また、リースの可用性を強制することもできます (「」リースを強制的に使用可能にする（33
ページ）を参照)。ただし、これを行っても、元のクライアント (1,6,00:d0:d0:d3:bd:3b)が
192.168.96.110を使用するのを停止しません。また、新しいクライアント
(1,6,02:01:02:01:01:02:02:01)が 192.168.96.110を取得するのを妨げるわけではありません。つま
り、クライアントの予約は、予約が行われる IPアドレスのリース状態 (および実際のリースク
ライアント)とは無関係です。

したがって、あるクライアントに対して予約を行うと、別のクライアントがリースをすぐに失

うわけではありませんが、クライアントは次回 DHCPサーバーに接続する際に NAK応答を受
信します (秒または数日)。また、IPアドレスを予約したクライアントは、他のクライアントが
既に IPアドレスを持っている場合、そのアドレスを取得しません。代わりに、次の手順を実
行するまで、別の IPアドレスを取得します。

•受信するはずのIPアドレスは無料です。
•クライアントは更新として DHCPREQUESTを送信し、NAK応答を受信します。
•クライアントが DHCPディスカバリを送信します。

リースの予約解除

リース予約はいつでも削除できます。ただし、リースがまだアクティブな場合、クライアント

は、有効期限が切れるまでリースを使用し続けます。別のクライアントのリースを予約しよう

とすると、警告が表示されます。

リージョンから最後の予約を削除すると、予約を選択して変更をローカルクラスターにプッ

シュすることはできません。親サブネットをプッシュして、予約リストを同期させて、予約の

ローカルコピーを削除する必要があります。

地域のDHCPv6予約にはプッシュ機能はありません。予約を再同期するには、常に親プレフィッ
クスをプッシュする必要があります。地域削除アクションを同期する場合は、この方法が推奨

されます。
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ローカルアドバンスドWeb UI

リースの予約を解除するには、[デザイン]メニューのReservations[DHCPv4]サブメニューの下
で [DHCP予約の一覧/追加]ページを開き、削除する予約を選択した後に [予約の削除]アイコ
ン (左ペイン)をクリックします。これにより、予約は確認なしで直ちに削除されます。

CLIコマンド

リースの予約を解除するには、[ reservation vpn/]ipaddrdeleteまたはscope name removeReservation
{ipaddr |マカドル|検索キー}[–mac |–blob |–string].それでも、次の対応を試してください。

• nrcmd内部データベースから予約がなくなっていることを確認します。
•予約を含むスコープでフェールオーバーを使用する場合:

1. 両方reservationのサーバーで [vpn/]ipaddr delete、scopeまたは name removeReservationを
使用します。

2. バックアップサーバーで、ステージング dhcp編集モードの場合は、 lease
[vpn/]ipaddrdelete-reservationを使用します。

3. メインサーバーで同じコマンドを使用します。

lease ipaddrdelete-reservationを発行した場合のみサーバー内部メモリに影響するため、この操作
の結果を保存して、サーバーの再ロード後も保存します。

MAC以外のアドレスへの予約の拡張
場合によっては、着信クライアントパケットのMACアドレス以外のアドレスに基づいてリー
ス予約を作成する必要があります。スイッチポートに接続されている DHCPクライアントデ
バイスは、MACアドレスに関係なく、同じ IPアドレスを取得する必要があります。この方法
は、工場出荷時のデバイスを同一のデバイス(異なるMACアドレス)で置き換えるが、同じ IP
アドレスを維持する場合に役立ちます。

クライアント IDの上書き

Relayエージェント情報オプション (82)からスイッチのMACアドレスとポートを抽出し、そ
こからクライアント IDを作成するクライアントクラスオーバーライドクライアント ID属性
で式を設定できます。着信パケットのクライアント IDに関係なく、IPアドレスを割り当てる
IDは、同じスイッチポートを経由して着信するデバイスと同じです。属性に使用する式は、
オプション 82形式によって異なります。DHCPサーバーは、クライアントクラスにパケット
を割り当てると式を計算します。オーバーライドクライアント ID値は、その後のクライアン
トの IDになります。

[v6-]オーバーライドクライアント ID式を使用する場合、クライアント IDによる leasequery要
求は、クライアントのリースに関する情報を正しく取得するために、オーバーライドクライア

ント ID属性を指定する必要があります。

（注）
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ただし、ポリシーでuse-client-id-for-予約属性を有効にすると、サーバーはその要求のクライア
ント IDをnn:nn nn...:という形式の文字列に変換します。nn:nnをクリックし、その文字列を使
用して予約を検索します。

クライアントまたはクライアントクラスの環境への追加属性は、名前と値のペアとして指定さ

れた DHCP拡張環境ディクショナリ (を参照拡張ポイントの使用)に属性値を送信する機能も
提供します。クライアントまたはクライアントクラスのどちらでも、環境への追加のディク

ショナリ属性を構成できます。クライアントとクライアントクラスの両方でこの属性を構成す

る場合は、クライアントクラスで構成する名前と値のペアとは異なる名前を持つようにする必

要があります。同じ環境辞書に入れられます (特定の名前に対して 1つの値しか持てありませ
ん)。一般的に、この属性はクライアントまたはクライアントクラスでのみ構成し、両方で構
成しないことをお勧めします。

ローカルアドバンスドWeb UI

[DHCPクライアントクラスの編集]ページでオーバーライドクライアント ID属性をDesign確
認できます (メニューから、Client ClassesDHCP Settingsサブメニューの下でクライアントクラ
スの名前を選択します)。

また、DHCPサーバーのクライアントクラスルックアップ IDを設定して、すべてのパケット
を特定のクライアントクラスに入れ、そこでオーバーライドクライアント ID式を設定する必
要があります。メニューからOperateManage Servers、サブメニューの下Serversで選択し、ロー
カル DHCPサーバーのリンクをクリックして、ローカル DHCPサーバーの編集ページを開き
ます。クライアントクラス属性に、クライアントクラス検索 ID式を入力します。

予約にクライアント IDを使用するには、[DHCPポリシーの追加]ページの [クライアントID
の予約]属性を有効にするようにDesignポリシーを構成します (メニューのPoliciesDHCPSettings
[]メニューの []をクリックしDesign、[DHCPポリシーの編集]ページをクリックAddPoliciesしま
す)。 Policies DHCP Settings

CLIコマンド

オーバーライドクライアント ID属性を設定するための構文はclient-class、name set
override-client-id="式"です。クライアントクラス検索 ID属性を設定するための構文は式dhcp set
client-class-lookup-id="です"。useクライアント ID-for-予約属性を設定するための構文はpolicy
name enable use-client-id-for-reservationsです。

予約の上書きの例

次の例は、予約のクライアント IDをオーバーライドする方法を示しています。

ステップ 1 予約のスコープを作成します。

a) サブネットアドレスを入力します。
b) 動的予約が必要な場合は、IPアドレス範囲を追加します。

ステップ 2 スコープの予約を追加します。

a) ルックアップキーの値を含めます。
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b) ルックアップキーの種類をバイナリとして指定します。

ステップ 3 目的のポリシーを作成し、use-client-id-予約属性を有効にします。

ステップ 4 目的のクライアントクラスを作成します。

a) 前の手順で作成したポリシーを指定します。
b) パケットの内容に基づいて、目的のクライアント IDを持つ BLOB値を返すオーバーライドクライア
ントID属性の式を含めます。

ステップ 5 MACアドレスを持つクライアントのリースを取得します。このクライアントはオーバーライド IDを取得
します。

IPv6リースの再設定
DHCPv6リースの場合、RECONFIGUREメッセージをクライアントに送信して、サーバーに新
しい構成パラメータまたは更新された構成パラメータがあることをクライアントに通知できま

す。適切な認証によって承認された場合、クライアントはサーバーと、更新、再バインド、ま

たは情報要求の応答トランザクションを開始して、新しいデータを取得できるようにします。

DHCPv6ポリシーの再構成を有効にする方法の詳細DHCPv6ポリシーの設定については、を参
照してください。

ローカルアドバンスドWeb UI

[プレフィックスの DHCPリースの一覧/追加Reconfigure ]ページには、各リースのボタンが含
まれるため、その特定のリースに対して再構成要求を開始できます。

CLIコマンド

再設定をサポートするために、Cisco Primeネットワークレジストラーlease6には、コマンドの
次の構文が含まれています。

lease6 [vpn-name/]ipaddr reconfigure [renew | rebind | information-request] [–unicast |
–via-relay]

オプションは、クライアントがリコンフィグレーションメッセージに対して更新パケット、再

バインドパケット、または情報要求パケットで応答するかどうか、およびサーバーがユニキャ

ストするかリレーエージェントを通過するかを決定します。およびlease6 showコマンドは、こ
れらの関連属性の値も表示しますlease6。 list

•クライアント再構成キー-クライアントへのメッセージの再構成のためにサーバーが生成
する 128ビットキー。

•クライアント再構成キー生成時間:サーバーがクライアント再構成キーを生成した時刻。

ポリシーコマンドには、関連する 2つの属性設定が含まれています。

•再構成—(1)、許可しない(2)、または(3)サポートを再設定する必要があるかどうか。プリ
セット値は許可 (1)です。
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•リレー経由で再構成—リレーエージェント上での再構成を許可するかどうか。プリセッ
ト値は falseで、それによって再設定通知はサーバーからのユニキャストによって行われ
ます。

リースを強制的に使用可能にする

現在のリースを強制的に使用可能にすることができます。ユーザーがリースを解放するか、ま

たは自分でリースを解放するように要求してから、そのユーザーの可用性を強制する必要があ

ります。リースの可用性を強制する場合、サーバーの再ロードは必要ありません。

リースが強制的に使用可能になった後、クライアントはDHCPサーバーに接続するまでリース
を使用し続けます。

（注）

ローカルアドバンスドWeb UI

リースの可用性を強制するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 Designメニューで、DHCPv4サブメニューから Scopesを選択し、[DHCPスコープの一覧/追加（List/Add
DHCP Scopes）]ページを開きます。

ステップ 2 リースがあるスコープの [リース（Lease）]タブをクリックします。

ステップ 3 [DHCPスコープの編集（Edit DHCP Scope）]ページでリースの IPアドレスをクリックします。

ステップ 4 [DHCPスコープの編集（Edit DHCP Scope）]ページで Force Availableをクリックします。リースは、フラ
グ列に空の値を表示します。

CLIコマンド

リースの可用性を強制するには、 lease vpn/]ipaddrforce-availableを使用します。scope名前
clearUnavailableを使用して、スコープ内のすべての "利用不可"リースを強制的に "利用可能"
状態に変更します。

リース更新の抑制

通常、Cisco Primeネットワークレジストラー DHCPサーバーは、クライアントとそのリース
IPアドレスとの関連付けを保持します。DHCPプロトコルは、この関連付けを明示的に推奨し
ており、通常は望ましい機能です。ただし、ISPなどの一部の顧客では、長期間のリース関連
付けを持つクライアントは、IPアドレスを定期的に変更する必要があるため、望ましくない場
合があります。Cisco Prime Networkレジストラーには、DHCPクライアントがリースの更新ま
たは再起動を試みたときに、リースアソシエーションを強制的に変更できるようにする機能が

含まれています。
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サーバーはクライアントにリースの変更を強制することはできませんが、DHCPRENEW要求
またはDHCPDISCOVER要求に基づいてクライアントに強制的に変更を強制することができま
す。Cisco Prime Networkレジストラーには、クライアントに IPアドレスの変更を強制するた
めに使用するインタラクションを選択できる設定オプションがあります。

• Inhibiting all —leaseクライアントがリースされたアドレスを使用している間、リースの
renewals延長を定期的に試みます。更新を行うたびに、サーバーはリースを拒否して、ク
ライアントが IPアドレスの使用を停止することを強制できます。クライアントは、リー
スが終了すると終了するアクティブな接続を持っている可能性があるため、DHCP対話の
この時点での更新の禁止はユーザーに表示される可能性があります。

• Inhibiting renewals - at DHCPクライアントが再起動すると、有効期限のない有効なリース
バインディングが記録されたか、有効なrebootリースが存在しない可能性があります。リー
スがない場合は、サーバーが最後に保持したリースを許可しないようにすることができま

す。クライアントに有効なリースがある場合、サーバーはそれを拒否し、クライアントは

新しいリースを取得することを余儀なくされます。いずれの場合も、アクティブな接続は

リースされたアドレスを使用しないため、禁止が目に見える影響を与えません。

• —更新Effectの禁止よりも予約がon優先reservationsされます。クライアントに予約がある場
合、更新禁止が構成されているかどうかにかかわらず、予約済み IPアドレスを引き続き
使用できます。

• —更新禁止テストの後、クライアントクラスのテストが行われます。Effect on client-classes
クライアントが更新禁止によって IPアドレスの変更を強制された場合、クライアント・
クラスの処理は、サーバーがクライアントに提供するアドレスに影響を与える可能性があ

ります。

スコープまたはクライアントごとに、システム全体を設定できるポリシーのリース更新禁止を

有効または無効にできます。禁止 all-re-news属性により、サーバーはすべての更新要求を拒否
し、クライアントが DHCPサーバーに接続するたびに新しい IPアドレスを取得することを強
制します。再起動時の更新を禁止属性は、クライアントがリースを更新することを許可します

が、サーバーは再起動するたびに新しいアドレスを取得するように強制します。これは、ディ

スカバーおよび INIT-REBOOT操作にのみ適用されます。ディスカバーが含まれているのは、
再起動時に INIT-REBOOTを使用する DHCPクライアントが少ないためです (ほとんどのクラ
イアントはディスカバリを行うだけです)。

次の条件下では、更新が禁止されません。

•フェールオーバーを使用する場合、および開始状態がMCLTより短い時間から経過した時
間。デフォルトのMCLTは 60 mです。

•フェールオーバーを使用する場合、フェールオーバーの状態は通常またはPARTNER-DOWN
ではありません。

•リースがAVAILABLEで、クライアント作成時間が更新禁止時間よりも短い時間である場
合。更新禁止 -最大時間のデフォルト値は 60sです。

•リースが提供またはリースされ、要求がディスカバーまたはリクエスト選択であり、状態
の開始時刻が更新禁止時間よりも短い時間である場合。renewal-inhibition-max-timeのデ
フォルト値は、60 sです。

DHCPサーバーは、拒否する必要があるクライアントメッセージ (更新要求など)と再送信を
表すメッセージを区別する必要があります。サーバーはメッセージを処理するときに、パケッ
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トが到着した時刻を記録します。また、クライアントにリースバインドを行った時刻と、その

バインドに関するクライアントからのメッセージを最後に処理した時刻も記録します。次に、

パケットの到着時刻をリースバインディング時間 (開始状態時間)と比較し、バインディング
の開始時刻から一定の時間間隔内にクライアントからのパケットを処理します。既定では、こ

の時間間隔は 1分です。

ローカルアドバンスドWeb UI

リースの更新を禁止するには、[DHCPポリシーの編集]ページでポリシーをDesign作成し
Policies(メニューから[DHCP設定]サブメニューの下で選択し、ポリシーの名前を選択して、す
べての更新を禁止するか、再起動時に更新を禁止する)を有効にします。(両方の属性は、無効
にプリセットされています)。次に、ポリシーを変更し、[保存]をクリックして変更を保存しま
す。

サーバー間でのリースの移動

サーバーの構成が、推奨される制限を超えるほど大きくなり、新しいDHCPサーバーにリース
を移動する必要がある場合があります。リースを新しいサーバーに移動するか、既存のサー

バーに移動するかによって、このタスクを実行する方法はさまざまです。これらの方法のどち

らを使用する場合も、特別な考慮事項と慎重な実行が必要です。多くの場合、新しいサーバー

は、構成全体と状態データベースを移動することによって最も簡単に実行できます。リースを

別のサーバーに移動するには、leaseadminユーティリティを使用します。このユーティリティ
を使用すると、すべてのリースまたは選択したリースセットをエクスポートしたり、エクス

ポートしたリースセットをインポートしたりすることもできます。

leaseadminユーティリティはローカルクラスタ (エクスポートまたはインポート)でのみ使用す
る必要があり、dhcpサーバーは leaseadminユーティリティを実行する前に停止する必要があり
ます。

注意

リースをあるサーバーから別のサーバーに移動できるように leaseadminユーティリティがCisco
Prime Networkレジストラーに追加されました。このユーティリティは、DHCPサーバーと同
じマシン上で実行する必要があり、データベースファイルの読み取りおよび変更を行うには、

スーパーユーザー/ルート権限が必要です。このユーティリティでは、リース状態データベー
スに直接アクセスする必要があります。ただし、DHCPサーバーを停止しても、停止したサー
バーはリース状態データベースを開いたままにしているので、十分ではありません。データ

ベースがまだ使用中のときにユーティリティが実行されると、leaseadminユーティリティは"リー
ス状態データベースへの排他的アクセスを取得できませんでした"というエラーを報告します。
デフォルトの場所は次のとおりです。

/opt/nwreg2/local/usrbin

コマンドプロンプトで上記の場所に移動し、次の構文を使用してユーティリティを実行しま

す。

./leaseadmin <options>
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次の表では、leaseadmin ユーティリティの修飾オプションについて説明します。

表 3 :リース管理者コマンドオプション

説明オプション

リースをエクスポートするには

ファイルにエクスポート–e filename

未加工の出力形式を送信します (インポートに必要)。–x

エクスポートするレコードの種類を指定します。有効な値は次のとお

りです。

現在の、履歴、詳細、すべて、 v6leases、 v6history

–t{カレント|歴史|詳細
|すべて|v6リース|v6履
歴}

サブネットまたはプレフィックスにエクスポートするリースレコード

を制限します。

–s subnet | prefix

リースをインポートするには

ファイルからのインポート。nオプションと共に使用する場合は、VPN
を指定します。

–i filename

i (インポート)オプションと共に使用すると、既存のデータが上書きさ
れます。

–o

レコードを圧縮します。–c

リースまたはサーバー DHCP一意識別子 (DUID)を削除するには

削除するアドレス、サブネット、またはプレフィックスを指定します。–d住所|サブネット|プ
レフィックス
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説明オプション

サーバー DUID情報をデータベースから削除することを指定します。

サーバー・デュードを指定すると、自動生成されたDHCPv6
サーバーDUIDが存在する場合は、そのDUIDが削除されま
す。

リースデータベースが別フェールオーバーに関連する問題の

トラブルシューティング時に避けるべき事項のローカルクラ

スタにコピーされる場合は、推奨しませんが、コピーされた

データベースに存在する可能性のあるサーバーduidは、この
操作を使用してサーバーのduidを削除することが重要です。

サーバー・デュードが削除されると、DHCPサーバーが始動
すると、新しいサーバー・デュードが生成されます。これに

より、クライアントがDHCPv6再バインド要求の送信を開始
するまで、古いサーバー・デュードをサーバー IDオプショ
ンとして指定したすべてのDHCPv6更新要求がドロップされ
ます。

10.x以降の場合、サーバーは一度削除されると、ローカルク
ラスターのUUIDを使用し、クラスターの構成から利用でき
るようにリースデータベースに格納されません。

（注）

–dサーバー・デュー
ド

[全般（General）]オプション

e (エクスポート)、-i (インポート)、または -d (削除)オプションと共に
使用する場合は、VPNを指定します。すべての VPNを含めるには、
「すべて」を指定します。

–n vpn

データベースへの既定のパスをオーバーライドします。–h path

データベースバージョンを表示します。–v

デバッグ出力レベルを設定します。–z{文字}=レベル

使用不可としてマークされているリースの処理

効果的なリースメンテナンスの側面の1つは、スコープ内の利用できないリースの数を決定す
ることです。この数は予想よりも大きくなる場合があります。利用できないリースは、深刻な

問題を示している可能性があります。リースが利用できない原因として、次のことが考えられ

ます。

•現在アクティブThe DHCP server is configured for a ping before an offer, and the ICMP echo
message is returned successfullyなクライアントがその IPアドレスを使用しているので、
DHCPサーバーは使用不可能とマークします。サーバーがアドレスを使用しないようにす
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るには、クライアントにアドレスを提供する前に pingを無効にします。アドレス提供前
のホストへの ping実行（12ページ）を参照してください。

• —クライアントはローカル LANセグメントの IPアドレスに対してアドレス解決(ARP)要
求を行い、別のクライアントがそのアドレスに応答します。 The server receives a
DHCPDECLINE message from a client to which it leased what it considered to be a good IP address
クライアントは、DHCPDECLINEパケットを使用してサーバーにアドレスを返し、別の
DHCPDISCOVERパケットを送信して新しいアドレスを取得します。サーバーは、クライ
アントから返されるアドレスを使用できないものとしてマークします。サーバーが

DHCPDECLINEメッセージに応答しないようにするには、スコープ属性 (無視拒否)を設
定します。

• DHCPOFFERメッセージに続くすべての DHCPREQUESTメッセージがブロードキャスト
されるため、サーバーは他のDHCPサーバーに送信されたメッセージを見ることができま
す。 The server receives “other server” requests from the client サーバーは、パケット内の
server-idオプションの値によってメッセージがメッセージに送信されることを認識してい
ます。Cisco Prime Networkレジストラーサーバーが、自身の IPアドレスがserver-idオプ
ションに表示されないという点で、別のサーバーに向けられたメッセージを認識する場

合、メッセージ内のアドレスはサーバーが制御するアドレスであり、2台のサーバーが同
時にアドレスを管理しようとしていると考えています。次に、ローカルアドレスを利用不

可としてマークします。この動作は、DHCPフェールオーバー構成では適用されません。
2つのサーバーが、同じ IPアドレスの一部またはすべてを使用して構成されているか、ま
たは(まれに) DHCPクライアントがパケットに誤ったserver-idオプション値を配置したか
のどちらかです。

クライアントが(実際に他のサーバーに送信されるパケットではなく)不正なサーバー IDオ
プションを送信していると考える理由がある場合、Cisco Prime Networkレジストラーに
は、この動作を無効にするサーバー属性を持つことができます。

• —非常にまれで、サーバーの起動時に、サーバーがリースの設定中に、内部キャッシュの
リフレッシュ中にディスクからリースデータを読み取る場合にのみ発生します。Inconsistent
lease data リース状態はリース済みとして表示されますが、リースにクライアント IDオプ
ション値が設定されていない可能性があるなど、そのリース用のクライアントを構築する

ための不完全なデータが存在します。サーバーはデータに不整合があると見なし、IPアド
レスを利用不可とマークします。リースを強制的に利用可能にする(CLIで lease ipaddr
force-availableコマンドを使用するなど)この問題を解決する必要があります。

使用不可リースのタイムアウトの設定

で使用不可としてマークされているリースの処理（37ページ）説明したように、リースが使
用不能になった時点では、すべての利用不可能なリースは構成された時間だけその状態のまま

になり、その後も再び利用可能になります。ポリシー属性 (利用不可タイムアウト)は、この時
間を制御します。system_default_policyポリシーでは、既定でこの値を 1日に設定します。

このタイムアウト機能を持たないCiscoPrimeNetworkレジストラーの旧リリースからのアップ
グレードを処理するために、サーバーレベルで特別なアップグレードタイムアウト属性、アッ

プグレード不可タイムアウト(1日に事前設定されている)が含まれます。アップグレード不可
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タイムアウト値は、Cisco Prime Networkレジストラーのアップグレード前に使用不可能に設定
されたリースに与えられるタイムアウトです。この設定は、実行中のサーバーのみに影響し、

データベースの書き換えは行いません。サーバーが再ロードせずに1日稼働している場合、前
回のリロード時に存在していたすべての利用不可能なリースはタイムアウトになります。サー

バーが1日未満でリロードすると、次のリロードでプロセス全体が再開されます。このプロセ
スは、アップグレード前に使用不可能に設定されたリースに対してのみ行われます。アップグ

レード後に利用不可になったリースは、前述のように、ポリシーから利用不可タイムアウト値

を受け取ります。

リースの照会
Cisco Prime Networkレジストラーは、シスコのルータと連携して、プロビジョニング機能を強
化できます。この機能は、CISCOプライムネットワークレジストラーが準拠する DHCPリー
スクエリ仕様(RFC 4388)で説明されています。Cisco uBRアクセスコンセントレータリレー
エージェントの実装の一部は、DHCPリース要求および応答から情報を収集して収集すること
です。この情報は、次の用途に使用されます。

•加入者ケーブルモデムとクライアントMACアドレスをサーバーが割り当てた IPアドレ
スに関連付けます。

•アップストリームデータグラムの送信元 IPアドレスを確認します。
• DOCSISベースラインプライバシープロトコルを通じてユニキャストダウンストリーム
トラフィックを暗号化します。

• uBRとサブスクライバホストに負担をかける可能性があり、悪意のあるクライアントが
侵害する可能性がある、ダウンストリームアドレス解決プロトコル (ARP)要求のブロー
ドキャストを避けてください。

uBRデバイスは、グリーニングを通じてすべてのDHCP状態情報をキャプチャするわけではあ
りません。uBRデバイスは、ユニキャストメッセージ (特に更新およびリリース)から収集で
きません。また、このデータは uBRのリブートまたは置換の間で保持されません。したがっ
て、uBRデバイスのDHCP状態情報の唯一の信頼できるソースは、DHCPサーバー自体です。

このため、DHCPサーバーは、DHCPINFORMメッセージに似たメッセージをサポートします。
アクセスコンセントレータおよびリレーエージェントは、DHCPサーバーから、DHCPv4ア
ドレスおよび DHCPv6アドレスに対してクライアントロケーションデータを直接取得できま
す。

関連項目

リースクエリの実装（40ページ）

DHCPv4の事前 RFCリースクエリ（40ページ）

DHCPv4の RFC 4388リースクエリ（41ページ）

DHCPv6のリースクエリ（42ページ）

リースクエリの統計（43ページ）
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リースクエリの例（45ページ）

リースクエリの実装

Ciscoプライムネットワークレジストラーは、次の 3つのリースクエリ実装を提供します。

• DHCPv4以前の RFC 4388用のシスコ独自仕様DHCPv4の事前 RFCリースクエリ（40
ページ）

• RFC 4388に準拠する DHCPv4 -「」を参照してください。DHCPv4の RFC 4388リースク
エリ（41ページ）

• DHCPv6：「DHCPv6のリースクエリ（42ページ）」を参照

DHCPv4のシスコ独自の実装と最新のRFC準拠の実装は、わずかな方法でしか異なっており、
共存します。DHCPサーバーは、同じポートでLeasequery要求を受け入れ、両方の実装に指定
されたデータを返します。DHCPv6の実装は、RFC 5007および RFC 5460に準拠しています。

DHCPサーバーは、DHCPv4およびDHCPv6のリースクエリ応答にリース予約データを含める
ことができます。Cisco Prime Networkレジストラーは、予約済みDHCPv4のデフォルトリース
時間 (31536000秒)を返し、応答で DHCPv6リースのリースの有効期間を返します。IPアドレ
スが実際にリースされている場合、CiscoPrimeネットワークレジストラーは残りのリース時間
を返します。

リースクエリは、すべての実装で有効にするように事前設定されています。それを無効にする

には、エキスパートモード属性を無効にします。

DHCPv4の事前 RFCリースクエリ
リースクエリメッセージには、通常、要求フィールドとオプションが含まれます。例として、

リレーエージェントの再起動または交換後に、リレーエージェントがパブリックブロードバ

ンドアクセスネットワークにダウンストリームのデータグラムを転送する要求を受信したと

します。リレーエージェントはダウンストリームロケーションデータを持たなくなったため、

リレーエージェントのゲートウェイ IPアドレス (giaddr)と、ターゲットクライアントのMAC
アドレスまたはdhcpクライアント識別子(オプション61)を含むDHCPサーバーにLEASEQUERY
メッセージを送信します。DHCPサーバーは、クライアントを検出すると、クライアントの IP
アドレスを leasequeryへの応答のクライアントアドレス (ciaddr)フィールドに返します。サー
バーがクライアントアドレスを見つけられない場合は、DHCPNACKを返します。

DHCPv4の事前RFC実装では、リクエスタは IPアドレス、クライアント IDオプション (61)、
またはMACアドレスを問い合わせることができ、DHCPACK (返されたデータを含む)または
DHCPNACKメッセージをサーバーから受信するか、サーバーがパケットをドロップします。
要求に複数のクエリタイプが含まれている場合、DHCPサーバーは最初に見つかるクエリタイ
プに応答します。リクエスタからのgiaddr値は、検索されたciaddrから独立しており、単にサー
バーからの応答の戻り IPアドレスです。次の 3つのクエリの種類があります。

• IPaddress ciaddr —要求パケットは ciaddrフィールドの IPアドレスを含(みます。 ) DHCP
サーバーは、そのアドレスを使用するために、最新のクライアントのデータを返します。

ciaddr値を含むパケットは、MACアドレスフィールド (htype、 hlen、および chaddr)また
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はdhcpクライアント識別子オプションの値に関わらず、IPアドレスによる要求である必
要があります。IPアドレスによるクエリは最も効率的な方法であり、最も広く使用されて
いる方法であり、他の 2つの方法は DHCPサーバーに負荷をかける可能性があります。

• :要求パケットにはdhcpクライアント識別子オプション値が含まれます。dhcp-client-identifier
option (61)DHCPサーバーは、最後にアクセスされたクライアントの IPアドレスデータを
含む DHCPACKパケットを返します。要求がMACアドレスを省略した場合、サーバー
は、要求されたクライアント IDのすべての IPアドレスとデータをcisco-leased-ipオプショ
ン(関連付けられた IPとも呼ばれます)に返します。要求にMACアドレスが含まれる場合、
サーバーはDHCPクライアント識別子とMACアドレスを IPアドレスのクライアントデー
タと照合し、そのデータをciaddrフィールドまたはcisco-leased-ip(関連 IPとも呼ばれる)オ
プションに返します。

• :要求パケットには、ハードウェアタイプ ( htype )、アドレス長 ( hlen )、およびクライア
ントハードウェアアドレス ( chaddr )フィールド、および空の ciaddrフィールドにMAC
アドレスが含まれます。MAC address サーバーは、応答パケットのciscoリース IP(関連付
けられた IPとも呼ばれます)オプションのMACアドレスのすべての IPアドレスと最新の
リースデータを返します。

RFC前実装のDHCPメッセージタイプオプション (53)のDHCPLEASEQUERYメッセージ番号
は 13です。この種類のメッセージをサポートしていないサーバーは、パケットをドロップす
る可能性があります。DHCPACKメッセージ応答には、htype、 hlen、およびchaddrフィールド
のリース所有者の物理アドレスが常に含まれます。要求にciaddrが含まれている場合、返され
るデータは常にciaddrに基づいており、クライアント IDまたはMACアドレスはベースにしま
せん。

リクエスターは、アドレスに関する特定のオプションを要求するパラメーター要求リスト・オ

プション (55)を含めることができます。応答には、dhcp-lease-timeオプション (51)と、クライ
アントが送信したRelay-agent-infoオプション (82)の元の内容が含まれることがよくあります。
サーバーがクライアントの有効なリースを検出しない場合、サーバーはオプション 51を返さ
ないため、リクエスタは有効なリースがあるかどうかを判断する必要があります。

サーバーからの DHCPACKには、次のリースクエリオプションを含めることもできます。

•シスコリース-ip (161)-クライアントに関連付けられたすべての IPアドレスのデータ。関
連付けられた IPオプション (および後で名前が変更された)とも呼ばれます。

• ciscoクライアントが要求したホスト名 (162):ホスト名オプション(12)またはクライアント
FQDNオプション(81)でクライアントが要求したホスト名。要求されたホスト名は、RFC
4388の実装で削除されました。

• ciscoクライアント-最後のトランザクション時間 (163):DHCPサーバーがクライアントに接
続した最新の時間。

DHCPv4の RFC 4388リースクエリ
リースクエリは、2006年2月にDHCPv4の公式RFC 4388になりました。Ciscoプライムネット
ワークレジストラーは、RFC 4388実装を前DHCPv4の事前 RFCリースクエリ（40ページ）
の RFCの実装と共に提供します (を参照)と、それらの間に競合はありません。ただし、RFC
4388の実装には、いくつかの顕著な変更が含まれています。
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• DHCPメッセージタイプオプション (53)に含まれる DHCPLEASEQUERYメッセージタ
イプは、メッセージ IDを 10に変更し (ID 13はDHCPLEASEACTIVEメッセージに与えら
れました)、応答メッセージは DHCPACKおよび DHCPNACKからより具体的に変更され
ました。

•クエリの場合は 10です。
•割り当てられていないアドレスの応答に対する DHCPLEASEUNASSIGNED (11)
•不明なアドレスの応答に対しては、DHCPLEASEUNKNOWN不明 (12)
•アクティブ・アドレスの応答に対する DHCPLEASEACTIVE (13)

•応答オプション名と IDが変更され、ciscoクライアントが要求したhost-nameオプションが
ドロップされ、応答オプションが 2つしかないようになっていました。

•クライアント最終トランザクション時間 (91):DHCPサーバーがクライアントに接続し
た最新の時間。

•関連付け-ip (92)—クライアントに関連付けられているすべての IPアドレスのデータ。

•クライアント IDまたはMACアドレスによる照会の場合、要求にはdhcpクライアント識
別子オプション (61)またはMACアドレスのみを含めることができます。パケットに両方
が含まれている場合、サーバーはそれをドロップします。

DHCPv6のリースクエリ
Ciscoプライムネットワークレジストラーは、RFC 5007 (UDP)と RFC 5460 (TCP、バルク)
DHCPv6の両方のリースクエリ機能

RFC 5460 (TCP、一括)リースクエリサポートを使用するには、IPv6用のDHCPリスナーの設
定（64ページ）DHCPリスナを作成する必要があります (を参照)。

（注）

DHCPv6リースクエリのメッセージタイプは次のとおりです。

• LEASEQUERY (14)
• LEASEQUERY_REPLY (15)
• LEASEQUERY_DATA (17)
• LEASEQUERY_DONE (16)
• 240)

クエリは次の方法で行うことができます。

• QUERY_BY_ADDRESS (1)
• QUERY_BY_CLIENTID (2)
• QUERY_BY_RELAY_ID(3)
• QUERY_BY_LINK_ADDRESS(4)
• QUERY_BY_REMOTE_ID(5)

DHCPv6 LEASEQUERY_REPLYメッセージには、以下のオプションを 1つ以上含めることがで
きます。
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• lq-query (44)—クエリが実行されています。要求でのみ使用されるオプションには、クエ
リの種類、リンクアドレス (0::0)、およびクエリに必要なデータを提供するオプションが
含まれます。

•クライアントデータ(45)-単一のリンク上の単一のクライアントのデータをカプセル化し
ます。クライアントデータには、これらのオプションまたはその他の要求されたオプショ

ンをいくつでも含めることができます。

• clt-time (46)—クライアントデータオプションにカプセル化されたクライアントの最後の
トランザクション時間 (45);は、サーバーがクライアントと最後に通信した時間 (秒単位)
を示します。

• lq-relay-data (47)—クライアントが最後にサーバーと通信したときに使用されるリレーエー
ジェントデータ。フィールドはピアアドレスとリレーメッセージです。このオプション

には、さらにオプションを含めることができます。

• lq-client-link (48)—クライアントがバインディングを持つリンク。リンクアドレスが省略
され、クライアントが複数のリンク上にあることが判明した場合に、クライアントクエリ

に対する応答で使用されます。

• option_lq_base_time—バインド情報を送信した時点での DHCPv6サーバーの現在の絶対時
刻を指定します。

DHCPv6 LEASEQUERY_REQUESTメッセージには、以下のオプションを 1つ以上含めること
ができます。

• option_lq_start_time-指定した時間以降に更新されたバインド。このオプションは、オフラ
イン期間中に発生したバインディング更新のリストに使用されます。

• option_lq_end_time-指定された期間中に更新されたバインド。

DHCPv6は、オプション要求オプション (oro)を使用して、リースクエリ応答のオプションの
リストを要求します。

クライアント IDによる leasequery要求では、[v6-override-client-id]式を使用してクライアント
のリースに関する情報を正しく取得する場合に、オーバーライドクライアントID属性を指定す
る必要があります。

（注）

リースクエリの統計

リースクエリは、Web UIの[DHCPサーバーの統計情報]ページ (の「統計の表示」Ciscoプラ
イムネットワークレジストラー 11.0管理ガイドセクションを参照)、およびCLIでdhcp getStats
統計属性を提供します。リースクエリの統計は次のとおりです。

• lease-queries:指定された時間間隔で受信した RFC 4388メッセージ ID 10 (または RFC以前
のメッセージ ID 13) DHCPv4リースクエリパケットの数。

• lease-queries-active: RFC 4388 DHCPLEASEACTIVEパケットの数。
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• lease-queries-unassigned: RFC 4388 DHCPLEASEUN割り当てパケットの数。
• lease-queries-unknown: RFC 4388 DHCPLEASEUNKNOWNパケットの数。
• leasequeries-受信した DHCPv6リースクエリパケットの数。
• leasequery-replies-成功する場合と成功しない場合があるDHCPv6リースクエリパケットに
対する応答の数。

• tcp-current-connections-DHCPv6アクティブクエリおよびバルクリースクエリのDHCPサー
バーへの現在開いている TCP接続の数。

• tcp-total-connections-この時間間隔で DHCPv6アクティブクエリおよびバルクリースクエ
リの DHCPサーバーに対して開かれた TCP接続の数。

• bulk-leasequeries-この時間bulk-leasequeries間隔ですべてのTCP接続で受信したLEASEQUERY
パケットの数。

• bulk-leasequery-replies-この時間間隔ですべての TCP接続を介して送信された
LEASEQUERY-REPLYパケットの数。

• bulk-leasequery-data-この時間間隔ですべての TCP接続を介して送信された
LEASEQUERY-DATAパケットの数。

• bulk-leasequery-done-この時間間隔ですべての TCP接続を介して送信された
LEASEQUERY-DONEパケットの数。

• tcp-lq-status-unspec-fail-この時間間隔で TCPを介して送信されるステータスコード
UnspecFail(1)を持つ LEASEQUERY-REPLYパケットの数。

• tcp-lq-status-unknown-query:この時間間隔で TCPを介して送信される状態コードが不明な
リースクエリ-応答パケットの数です。

• tcp-lq-status-malformed-query-この時間間隔でTCPを介して送信された、状態コードが異常
である LEASEQUERY-REPLYパケットの数です。

• tcp-lq-status-not-configured-この時間間隔でTCPを介して送信される状態コードが未構成(9)
の LEASEQUERY-REPLYパケットの数。

• tcp-lq-status-not-allowed-この時間間隔で TCP経由で送信されるステータスコードが
NotAllowed(10)の LEASEQUERY-REPLYパケットの数。

• tcp-lq-status-query-terminated:この時間間隔で TCPを介して送信された状態コードが[11]で
あるリースクエリ-応答/リースクエリ-DONEパケットの数。

• tcp-connections-dropped-DHCPv6リクエスターによってTCP接続がクローズ (またはリセッ
ト)されたために、この時間間隔で終了した TCP要求の数。これは、通常の接続のクロー
ズまたはサーバーの再ロードを除外します。

•アクティブリースクエリ—この時間間隔内にすべての TCP接続を介して受信される
ACTIVELEASEQUERYパケットの数。

•アクティブリースクエリ応答-アクティブなリースクエリのこの時間間隔内にすべてのTCP
接続を介して送信される LEASEQUERY-REPLYパケットの数。

•アクティブリースクエリデータ-アクティブなリースクエリに対して、この時間間隔内
にすべての TCP接続を介して送信される LEASEQUERY-DATAパケットの数。

•アクティブリースクエリ完了-アクティブなリースクエリに対して、すべての TCP接続を
介して送信される LEASEQUERY-DONEパケットの数。

• tcp-lq状況データ欠落-この時間間隔でTCPを介して送信される状態コードDataMissing(240)
を持つ LEASEQUERY-REPLYパケットの数。
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• tcp-lq状況キャッチアップ-完了-この時間間隔で TCPを介して送信される状態コードが
CatchUpComplete(241)の LEASEQUERY-DATAパケットの数。

リースクエリの例

次の例は、リンクアドレスがないクライアント IDによる DHCPv6 UDPクエリのパケットト
レースを示していますが、複数のリンクにアドレスが含まれています。出力の最初の部分はク

エリメッセージを示し、2番目の部分は応答データを示します。lq-queryオプションは、照会
のタイプを識別します。要求のオプション要求オプション (oro)を使用して要求されたオプショ
ンのリストと、応答のlq-client-linksオプションで返される 2つのアドレスを確認します。

例: UDPリースクエリのパケットトレース

+- Start of LEASEQUERY (14) message (113 bytes)
| transaction-id 22
| lq-query (44) option (37 bytes)
| (query-type 2, link-address ::)
| client-identifier (1) option (10 bytes)
| 00:03:00:01:01:02:03:04:05:06
| oro (6) option (2 bytes)
| 47
| server-identifier (2) option (14 bytes)
| 00:01:00:01:13:06:6a:67:00:23:7d:53:e5:e3
| client-identifier (1) option (10 bytes)
| 00:03:00:01:01:03:05:07:09:11
| vendor-class (16) option (14 bytes)
| (enterprise-id 1760,
| ((00:08:41:49:43:20:45:63:68:6f)))
| vendor-class (16) option (14 bytes)
| (enterprise-id 1760,
| ((00:08:41:49:43:20:45:63:68:6f)))
+- End of LEASEQUERY message
+- Start of LEASEQUERY-REPLY (15) message (72 bytes)
| transaction-id 22
| server-identifier (2) option (14 bytes)
| 00:01:00:01:13:06:6a:67:00:23:7d:53:e5:e3
| client-identifier (1) option (10 bytes)
| 00:03:00:01:01:03:05:07:09:11
| lq-client-links (48) option (32 bytes)
| 2001:4f8:ffff:0:8125:ef1b:bdcb:4b4e,2001:4f8:ff00:0:e400:f92:1bfd:60fa
+- End of LEASEQUERY-REPLY message

次の例は、クライアント IDによるDHCPv6 TCPクエリのパケットトレースを示しています。
出力の最初の部分は要求メッセージを示し、2番目の部分は最初のクライアントのバインディ
ングデータを含む応答メッセージを示し、最後の部分はクエリが正常に終了したことを示しま

す。返されるクライアントが複数ある場合、3番目の部分は 2番目の部分に続きます。

リースクエリ-応答メッセージにバインディングデータがない場合、パケットには
LEASEQUERY-DONEメッセージは存在しません。

（注）

例: TCPリースクエリの例のパケットトレース
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+- Start of LEASEQUERY (14) message (59 bytes)
| transaction-id 2
| lq-query (44) option (37 bytes)
| (query-type 2, link-address ::)
| client-identifier (1) option (10 bytes)
| 00:03:00:01:01:02:03:04:05:06
| oro (6) option (2 bytes)
| 47
| client-identifier (1) option (10 bytes)
| 00:03:00:01:01:03:05:07:09:11
+- End of LEASEQUERY message

+- Start of LEASEQUERY-REPLY (15) message (162 bytes)
| transaction-id 2
| server-identifier (2) option (14 bytes)
| 00:01:00:01:13:06:6a:67:00:23:7d:53:e5:e3
| client-identifier (1) option (10 bytes)
| 00:03:00:01:01:03:05:07:09:11
| client-data (45) option (122 bytes)
| client-identifier (1) option (10 bytes)
| 00:03:00:01:01:02:03:04:05:06
| clt-time (46) option (4 bytes)
| 5m54s
| iaaddr (5) option (24 bytes)
| (address 2001:4f8:ffff:0:8125:ef1b:bdcb:4b4e,
| preferred-lifetime 6d23h54m6s,
| valid-lifetime 1w6d23h54m6s)
| lq-relay-data (47) option (68 bytes)
| peer-address fcc0:a803::214:4fff:fec1:226a
| +- Start of RELAY-FORW (12) message (52 bytes)
| | hop-count 0,
| | link-address 2001:4f8:ffff::,
| | peer-address fe80::302:3ff:fe04:506
| | vendor-class (16) option (14 bytes)
| | (enterprise-id 1760,
| | ((00:08:41:49:43:20:45:63:68:6f)))
| +- End of RELAY-FORW message
+- End of LEASEQUERY-REPLY message
+- Start of LEASEQUERY-DATA (17) message (130 bytes)
| transaction-id 2
| client-data (45) option (122 bytes)
| client-identifier (1) option (10 bytes)
| 00:03:00:01:01:02:03:04:05:06
| clt-time (46) option (4 bytes)
| 5m33s
| iaaddr (5) option (24 bytes)
| (address 2001:4f8:ff00:0:e400:f92:1bfd:60fa,
| preferred-lifetime 6d23h54m27s,
| valid-lifetime 1w6d23h54m27s)
| lq-relay-data (47) option (68 bytes)
| peer-address fcc0:a803::214:4fff:fec1:226a
| +- Start of RELAY-FORW (12) message (52 bytes)
| | hop-count 0,
| | link-address 2001:4f8:ff00::,
| | peer-address fe80::302:3ff:fe04:506
| | vendor-class (16) option (14 bytes)
| | (enterprise-id 1760,
| | ((00:08:41:49:43:20:45:63:68:6f)))
| +- End of RELAY-FORW message
+- End of LEASEQUERY-DATA message

+- Start of LEASEQUERY-DONE (16) message (4 bytes)
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| transaction-id 2
+- End of LEASEQUERY-DONE message

TCPバルクリースクエリと UDPリースクエリの違い

TCPバルクリースクエリと UDPリースクエリの違いは次のとおりです。

• UDPリースクエリは、IPv6アドレスによるクエリとクライアント識別子によるクエリを
サポートしています。ただし、TCP一括リースクエリは 5つのクエリタイプをすべてサ
ポートします。つまり、IPv6アドレスによるクエリ、クライアント識別子によるクエリ、
リレー識別子によるクエリ、リンクアドレスによるクエリ、およびリモート IDによるク
エリです。

• UDP Leasequeryでは、サーバーが複数のリンク上のリレーエージェントのバインディン
グを検出した場合、DHCPサーバーは応答メッセージにOPTION_CLIENT_LINKオプショ
ンを送信します。リレーエージェントは、返された各リンクアドレスを使用して

LEASEQUERYメッセージを再送信し、すべてのクライアントのバインディングを取得す
る必要があります。TCP一括リースクエリでは、サーバーは異なるリンク上のクライアン
トの複数のバインディングを返します。ただし、OPTION_CLIENT_LINKは、一括リース
クエリの応答ではサポートされていません。

アドレスレポートとリースレポートの実行
IPアドレスとリースに関する次のレポートを実行できます。

•アドレスの使用法-「」を参照してください。アドレス使用状況レポートの実行（47ペー
ジ）

•リース履歴-参照IPリース履歴の実行（48ページ）
•現在の使用状況：「リース使用率レポートの実行（55ページ）」を参照
•リース通知—「」を参照してください。リース通知の受信（55ページ）

アドレス使用状況レポートの実行

アドレス使用状況レポートには、リースが割り当てられている IPアドレスが表示されます。

ローカルアドバンスドWeb UI

IPアドレスのリースを表示するには、[DHCPスコープの編集]ページDesign(メニューの
Scopes[DHCPv4]サブメニューの下で選択)をクリックし、スコープの[DHCPリースの一覧]タ
ブを開きます。特定のリースを管理するには、ページで該当する IPアドレスをクリックしま
す。

CLIコマンド

指定したサーバーの IPアドレスの使用状況を表示reportするには、を使用します。

リースの管理

47

リースの管理

TCPバルクリースクエリと UDPリースクエリの違い



まだ自動化された方法で使用lease-notificationしていない場合は、サーバーのlease-notification
available=100%状態のスコープごとの簡潔な概要を試してください。

ヒント

IPリース履歴の実行
特定のデータベースから IPリース履歴データを抽出して、特定の IPアドレスの過去の割り当
て情報を確認することができます。クライアントがリースを発行した時間、クライアントまた

はサーバーがリースの期限切れ前にリリースした時間、およびサーバーがリースを更新したか

どうか、およびどのくらいの期間をクライアントがリースを発行したかの履歴ビューを取得で

きます。

Ciscoプライムネットワークレジストラーは、IP履歴データのクエリを制御するクライアント
を提供します。このクライアントを使用すると、次のことができます。

•特定の時間の間に特定の IPアドレスに関連付けられたMACアドレスを取得します。
• IP履歴データベース全体をカンマ区切りファイルとして参照してください。
•リース履歴の属性 (リース履歴の詳細レポート)を表示するIPリース履歴の照会（49ペー
ジ）-を参照してください。

レコードの IP履歴データベースをトリミングするために、データベースのサイズが限界なく
拡大しないようにするには、追加の管理機能を使用する必要があります。

既存のリースの状態が変更された場合 (予約済み IPアドレスとして構成されている場合や、非
アクティブ化された場合など)、その変更は地域でのリース履歴の変更として表示されません。
詳細コレクションが無効になっている場合、リース履歴の変更は、リースがリース済みから

リースされていない状態に遷移するか、別のクライアントに割り当てられている場合にのみ表

示されます。

（注）

ローカルクラスタでのリース履歴録音の有効化

ローカルクラスタ DHCPサーバーのリース履歴記録を明示的に有効にする必要があります。
DHCPサーバーは、IP履歴記録エラーを通常の DHCPログファイルに記録します。

ローカルクラスタでリース履歴が有効になっている場合、サーバーのパフォーマンスとリース

状態データベースのサイズに影響します。リースが終了 (有効期限が切れたり解放されたり)す
るたびに、リース用の履歴レコードが作成されます。クライアントが長期間にわたって更新す

るリースでは、履歴レコードは作成されません。各リース履歴レコードのサイズは多くの要因

に依存しますが、1レコードあたり約1KBの見積もりが適しています。リースが終了するレー
トとリース履歴が保持される期間によっては、リース履歴レコードの数が多く作成され、かな

りのディスク領域が必要になる可能性があります。これは、アクティブなリースに必要なス

ペースよりも多くの注文が大きくなる可能性があります。
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ローカルアドバンスドWeb UI

リース履歴の記録を有効にするには、次の手順を実行します。

ステップ 1 メニューからDeployDHCPServer[DHCP]サブメニューの下で選択し、[DHCPサーバーの管理]ページを開き
ます。

ステップ 2 [DHCPLocal DHCP Serverサーバー]ペインでをクリックします。

ステップ 3 [ローカル DHCPサーバーの編集]ページで、リース履歴属性を探します。

• Lease History (ip-history)：v4のみ（DHCPv4）、v6のみ（DHCPv6）、またはその両方のリース履歴
データベースを有効または無効にします。

• ip-history-max-age：収集するリース履歴の最大経過期間。リース履歴がv4のみに設定されている場合、
v6のみ、または両方のDHCPサーバーが定期的にリース履歴レコードを調べ、この経過時間のしきい
値より古いリース履歴バインドを持つレコードを削除します。

ステップ 4 Saveをクリックします。

ステップ 5 サーバーをリロードします。

CLIコマンド

リース履歴の記録を有効にするには、を使用dhcp set ip-history=<value> (v4-only, v6-only, both,
or disable)して IPアドレスの IP (リース)履歴の記録を明示的に有効にする必要があります。

IPリース履歴の照会
リースを取得したら、その履歴を照会できます。IPリース履歴は、ローカルまたは地域のク
ラスターから照会できます。DHCPサーバーを含むローカルクラスターを地域クラスターの一
部としてセットアップし、地域クラスターからのリース履歴データのポーリングを有効にしま

す (の「リース履歴収集の有効化」セクションCiscoプライムネットワークレジストラー 11.0
管理ガイドを参照)。

地域クラスターWeb UIのクラスターのポーリング基準は、「」の「ポーリング使用率および
リース履歴データ」セクションで説明されている属性を使用して調整できます。 Ciscoプライ
ムネットワークレジストラー 11.0管理ガイド

また、リース履歴データのクエリの選択基準も、以下のセクションで説明します。

ローカルおよびリージョンの高度なWeb UI

IPv4リース履歴を照会するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 メニューからOperate[レポート]DHCPv4LeaseHistoryサブメニューの下で[DHCPリース履歴検索]ページを開
きます。
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ローカルの詳細Web UIの [検索（Search）]ボタンを使用して、[DHCPリース検索（DHCP Lease
Search）]ページに移動できます。このボタンを使って、リース履歴の検索ページとアクティブ
リースの検索ページを切り替えられます。

（注）

ステップ 2 ドロップダウンリストから [フィルター]属性と [タイプ]を選択し、[値]フィールドで選択したフィルター
タイプの値を入力します。

ステップ 3 Searchをクリックし、リースの一覧を表示します。

ローカルおよびリージョンの高度なWeb UI

IPv6リース履歴を照会するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 メニューからOperate[レポート]DHCPv6 Lease Historyサブメニューの下で[DHCP v6リース履歴検索]ページ
を開きます。

ローカルの詳細Web UIの [検索（Search）]ボタンを使用して、[DHCPリース検索（DHCP v6
LeaseSearch）]ページに移動できます。このボタンを使って、リース履歴の検索ページとアクティ
ブリースの検索ページを切り替えられます。

（注）

ステップ 2 ドロップダウンリストから [フィルター]属性と [タイプ]を選択し、[値]フィールドで選択したフィルター
タイプの値を入力します。

ステップ 3 Searchをクリックし、リースの一覧を表示します。

ローカルおよびリージョンの高度なWeb UI

地域サーバーは、最新のポーリングと同じ最新のリース履歴のバージョンのみを検索します。

最新のデータの場合、最新のリース履歴データを取得するために、地域の明示的なリース履歴

ポーリングを実行する必要があります。

（注）

iphistユーティリティの使用

ユーティリティを使用して、ローカルおよび地域クラスタの IP履歴データベースを照会し、
結果を標準出力またはファイルにiphist送ることができます。デフォルトの場所は次のとおりで
す。

/opt/nwreg2/local/usrbin

コマンドプロンプトで上記の場所に移動し、次の構文を使用してユーティリティを実行しま

す。

iphist[オプション ]{イパドル|all} [開始日 |start [終了日|end]]

IPアドレスは単一のアドレスまたはキーワードallであり、開始日は現地時間またはデータベー
スの最も早startい日付のキーワードで、終了日はデータベースの最後の日付のローカル時刻ま
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たはキーワードendです。ただし、ローカル時間を指定する–lオプションを使用しない限り、出
力は既定でグリニッジ標準時 (GMT)に設定されます。

コマンドオプションの完全な一覧が下の表に表示されます。

表 4 : iphistコマンドオプション

説明オプション

管理者ユーザー名。省略すると、ユーザー名の入力を求められます。–N username

管理者パスワード。省略した場合は、パスワードを入力するように求

められます。

–P password

宛先サーバーとオプションの SCPポート。–C cluster [:port ]

出力 DHCPv6リース–6

リース属性の可視性 3を表示します。–a

出力行の形式。デフォルトの形式は次のとおりです。
"address,client-mac-addr,binding-start-time,binding-end-time"

–f形式

タイトル行として印刷形式を指定します。–t

アドレスの名前空間を指定します。–n namespace

出力をファイルに送信します。–o file

デフォルトの UTC/GMTではなく、現地時間で出力を表示します。–l

指定した IPv6アドレスを含むデリゲートされたプレフィックスの出力
–を表示します (6のみ)。

–i

リースを自己またはパートナーに制限します。–s{自己 |パートナー}

出力バージョンを表示します。–v

デバッグ出力レベルを設定します。–zデバッグ引数

日付では次の構文を使用できます (スペース文字を含める場合は引用符が必要です)。

•月/日/年@時間:分:秒(例えば、8/28/2007@10:01:15)、時間オプション
•月/日/年時:分:秒(例えば、"8/28/2007 10:01:15")、時間オプション
•月の日の時間:最小:秒年(例えば、8月 28 10:01:15 2007)、秒オプションで
•キーワードstart、 end、 now、または (現在の時刻の場合)

日付フィルターは、その間にアクティブだったリースに出力を制限することを目的としていま

す。つまり、開始日より前に終了しない限り、指定した開始日より前に開始できます。また、

指定した終了日以降は開始できません。たとえば、次のコマンドを呼び出します。
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# ./iphist -N user -P password all “Aug 28 00:00 2008” “Dec 31 23:59:59 2008”

次のリースの場合。

2008年 6月 30日終了（End）2008年 1月 1日Beginリース1

2008年9月01日終了（End）2008年 3月 10日Beginリース2

2008年9月30日終了（End）2008年6月01日Beginリース3

2009年 3月 10日終了（End）2009年 1月 1日Beginリース4

リース 2とリース 3は、どちらもクエリの指定された開始日の後に終了するため、リース 2と
リース 3のみを返します。他の 2つは、指定された開始日より前に終了するか、クエリの指定
された終了日より後に開始されるため、範囲外です。

各行の値は、DHCPサーバーが格納する特定のリースオブジェクトによって異なります。format
コマンドを使用して、含めるiphist–f値を指定できます。

format引数は、出力行のテンプレートを提供する名前をコンマで区切った引用符で囲まれたリー
ス属性名のリストです。デフォルトの出力はipaddress、クライアント-mac-addr、バインディン
グ開始時、バインディング終了時です。

次に例を示します。

# ./iphist -f "address,client-mac-addr,binding-start-time,binding-end-time" all

出力は、オペレーティングシステムに適した改行シーケンスで終了する行のシーケンスです

（UNIXでは \n）。各行には、単一のリースレコードにデータが含まれます。行の形式は、通
常、引用符で囲まれたコンマ区切り値です。引用符の内側にリテラルの円記号 (\)または引用
符 (")を使用するには、前に 1つのバックスラッシュ (\)を付けます。属性の新しい行は\nとし
て印刷されます。

次の表は、出力に含めることができる一般的なリースオブジェクト属性の一部を示していま

す。また、コマンドのヘルプもlease参照してください。完全なリストを取得するには、iphist
-aを使用します。

表 5 : IP履歴クエリの出力属性

説明リース属性

リースの IPアドレス。address

リースバインドの開始時刻。binding-start-time

リースバインドの終了時刻。binding-end-time

クライアントのMACアドレスのバイナリ形式。client-binary-client-id

DHCPサーバーによって認識されるクライアントの最新の DNS
名。

client-dns-name
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説明リース属性

クライアントが存在するドメイン。client-domain-name

クライアントフラグの数。client-flags

クライアントが要求したホスト名。client-host-name

クライアントが要求したクライアント IDまたはクライアント用
に合成されたクライアント ID。

client-id

クライアントがサーバーに最後に接続した日時です。client-last-transaction-time

クライアントが DHCPサーバーに提示したMACアドレス。client-mac-addr

リースされたクライアントのオペレーティングシステム。client-os-type

リースが期限切れになった日付と時刻。expiration

予約済みまたは非アクティブ化。フラグ（Flags）

クライアントがリース更新を発行する予定の時間を最小限に抑え

ます。

lease-renewal-time

クライアントが再バインド要求を発行する予定の最小時間。lease-rebinding-time

回線 IDサブオプション (1)の内容。relay-agent-circuit-id

最新のクライアント対話からのオプションの内容。relay-agent-option

リモート IDサブオプションの内容 (2)。relay-agent-remote-id

サーバー IDオーバーライド・サブオプションの IPアドレス。relay-agent-server-id-override

サブネット選択サブオプションの IPアドレス。relay-agent-subnet-selection

vpn-idサブオプションの内容。relay-agent-vpn-id

リースの状態が変更された日時です。start-time-of-state

使用可能な、期限切れ、リース、提供、または使用不可のいずれ

か。

state

クライアントが要求したベンダークラス ID。vendor-class-id

VPNの識別子 (存在する場合)。vpn-id
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リース履歴データのトリミング

リージョンクラスターで IP履歴トリミングを有効にした場合、IP履歴データベースは自動的
にトリミングされ、ディスク領域を再利用できます。各履歴レコードには有効期限がありま

す。DHCPサーバー自体、および履歴データの DHCPサーバーをポーリングする CCM地域
サーバーには、トリミングが必要です。

CCMサーバーは、一定の期間を経過したリース履歴データを一定の間隔でトリミングする、
地域クラスターでバックグラウンドトリミングを実行します。トリミング間隔はデフォルトで

24時間に設定され、年齢 (トリミング前にどのくらいさかのぼるか)は 24週に設定されます。
ローカルクラスタのDHCPサーバーは、毎日自動トリミングを実行し(現地時間の午前 3時)、
デフォルトで 4週間のデータを格納します。

リージョンWeb UI

リース履歴データをトリミングするには、中央の構成管理者である必要があります。

ステップ 1 Operateメニューの [サーバー（Servers）]サブメニューの下からManage Serversを選択し、[サーバーの管
理（Manage Server）]ページを開きます。

ステップ 2 [サーバーの管理（Manage Server）]ペインで Local CCM Serverをクリックします。

ステップ 3 [ローカルCCMサーバーの編集（Edit Local CCM Server）]ページの [リース履歴の設定（Lease History
Settings）]で、次の属性を設定します（入力した値を持つ s、m、h、d、w、m、または yサフィックスを
使用できます）。

• lease-hist-trim-interval：古いリース履歴データを自動的にトリミングする頻度（デフォルトは毎日）。
0に設定すると、自動的にリースがトリミングされません。境界値は 0～ 1年です。

• lease-hist-trim-age：lease-hist-trim-intervalが 0に設定されていない場合に古いリース履歴データを自動
的にトリミングするのに遡る期間（デフォルトは 24週間）。境界値は 1日から 1年です。

ステップ 4 即時トリミングを強制するには、ページの下部にある [トリム/コンパクト入力（Trim/Compact Inputs）]セ
クション（圧縮はDHCP使用率データでのみ使用可能）を見つけます。トリム/コンパクト年齢を希望の値
に設定します。この期間は、リース履歴データをトリミングするのにどのくらいの時間が経過します。こ

の値に対する境界はありません。ただし、非常に小さい値(1mなど)を設定すると、最新のデータをトリミ
ングまたは圧縮しますが、これは望ましくない場合があります。実際、ゼロに設定すると、収集されたデー

タがすべて失われます。値を大きくし過ぎる (10yなど)に設定すると、データのトリミングや圧縮が行え
なくなる可能性があります。

ステップ 5 すぐにトリミングする場合は、をTrim All Lease Historyクリックします。

IP-history-max-age属性を設定することで、DHCPサーバー自体が実行するトリミングを調整できます。
ip-historyが設定されている場合、DHCPサーバーは、リースバインディングの変更に応じて、時間の経過
と同時にデータベースレコードを蓄積します。このパラメーターは、データベースに保持される履歴レ

コードの経過時間の制限を設定します。サーバーは定期的にリース履歴レコードを調べ、このパラメーター
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に基づいて経過時間のしきい値を設定し、しきい値より前に終了したバインディングを表すレコードを削

除します。プリセット値は 4週間です。

リース使用率レポートの実行

リース使用率レポートには、アドレスブロック、サブネット、およびスコープの現在の使用率

が表示されます。両方のユーザーインターフェイスについては使用率履歴レポートの生成、

「」を参照してください。

ローカルアドバンスドWeb UI

アドレス・スペース機能のページから、アドレス・ブロック、サブネット、およびスコープの

現在の使用率を表示します。

CLIコマンド

リース使用率レポートを表示するには、reportを使用します。

リース通知の受信

CLIは、使用可能な IPアドレスの数が特定のしきい値以下の場合に通知を送信する機能を提供
します。このlease-notificationコマンドは、使用可能なリースの数が特定のしきい値に達した場
合または下回った場合に通知が発生するタイミングを、使用可能な属性を使用して指定しま

す。レポートをユーザーに電子メールで送信できます。対話的にコマンドを使用できますが、

主に UNIXcronタスクなどの自動化された手順で使用します。

次の例では、リース通知を examplescopeの空きアドレスが 10%に落ちたときの設定を行いま
す。特定のWindowsメールホストで、受信者のビリー、ジョー、および Janeにレポートを送
信します。

nrcmd> lease-notification available=10% scopes=examplescope recipients=billy,joe,jane
mail-host=mailhost

出力は、説明ヘッダー、空きアドレスの数がしきい値以下の各スコープの行を含むテーブル、

および要求されたスコープとクラスターに関連する可能性のある警告で構成されます。

Ciscoプライムネットワークレジストラーでは、特に指定しない限り、デフォルトでデフォル
トクラスタと .nrconfigファイルが使用されます。コマンドの構文については、コマンドのヘ
ルプをlease-notification参照してください。

関連項目

リース通知を自動的に実行する（56ページ）

リース通知用の設定ファイルの指定（56ページ）

リースの管理

55

リースの管理

リース使用率レポートの実行

DHCP_Guide_chapter4.pdf#nameddest=unique_202


リース通知を自動的に実行する

cron(1)コマンドを実行するコマンドをcrontab(1)に指定することで、定期的にリース通知を実行
することができます。

crontabに指定したこの例では、月曜日から金曜日までの 00:15および 12:15 (午前 0時と正午の
15分後)にリース通知を実行します (これは単一のコマンドラインを含みます)。
15 0,12 * * 1-5 . .profile; /opt/nwreg2/local/usrbin/nrcmd lease-notification
available=10\% config=/home/jsmith/.nrconfig addresses=192.32.1.0-192.32.128.0
recipients=jsmith,jdoe@example.com >/dev/null 2>&1

UNIXのcrontab -eコマンドを実行して、クロンタブ編集を実行できます。ed(1)を使用する場合
を除き、コマンドを実行する前にEDITOR環境変数を設定します。詳細については、crontab(1)
のマニュアルページを参照してください。

crontabコマンド行でCLIコマンドの絶対パスを指定する必要があることに注意してください。
どのnrcmdコマンドを使用して、ご使用の環境の完全なパスを判別できます。

また、crontabを使用してリース通知コマンドを実行すると、nrcmdコマンドは、CNR_CLUSTER、
CNR_NAME、およびCNR_PASSWORDのユーザー環境変数を無視します。他のビューアは実
行中のコマンドを表示できるため、セキュリティ上の理由から、コマンドラインの-Pオプショ
ンを使用してパスワードを指定しないでください。

crontab -eを実行しているユーザーのホームディレクトリ内の .profileまたはその他のファイル
からnrcmdコマンドを実行するクラスターのクラスター名、ユーザー、およびパスワードの情
報を指定します。次に例を示します。

CNR_CLUSTER=host1
export CNR_CLUSTER
CMR_NAME=admin1
export CNR_NAME
CNR_PASSWORD=passwd1
export CNR_PASSWORD

。crontabエントリの .profile指定は、ファイルを明示的に読み取ります。最初のドット (.)は、
ファイルを読み取るシェルコマンドで、少なくとも1つのスペース文字を使用してそれに従う
必要があります。nrcmdが実行されている場所とは異なるクラスター (またはクラスター)で通
知する場合は、次の情報を指定します。

•クラスタを使用して構成ファイルをチェックインしますリース通知用の設定ファイルの指
定（56ページ）(を参照)。

•このセクションの冒頭にあるサンプルの crontab項目のように完全に指定されたパス。

chmodgo-rwx config-fileUNIXコマンドを使用してアクセス権を変更することにより、他のユー
ザーが作成した .profileおよび構成ファイルの内容を調べたり変更したりできないようにする
ことができます。

リース通知用の設定ファイルの指定

構成ファイルを省略する場合はlease-notification、現在のディレクトリ、ホームディレクトリ、
最後に /var/nwreg2/{local | regional}/confディレクトリで既定の .nrconfigファイルを探します。
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Ciscoプライムネットワークレジストラーは、最初に検出されたファイルを使用します。ファ
イルの各行は、文字 # (コメント)、角かっこで囲まれたセクションヘッダー、またはパラメー
ターと値のペアまたはその継続で始まる必要があります。Ciscoプライムネットワークレジス
トラーは、各行から先頭のスペース文字を取り除き、空白行を無視します。

動的リース通知
DHCPv4および DHCPv6動的リース通知機能により、外部クライアントアプリケーションは
DHCPサーバーの IPアドレスバインディングアクティビティに関する更新を受信できます。
この機能を使用すると、特定のリースアクティビティが発生したときに、リースアクティビ

ティを使用して外部データベースを更新したり、合法的傍受などのアクションをトリガしたり

できます。

動的リース通知は、現在のリース状態情報のみを提供します。すべてのリース状態の変更が報

告されることを保証するものではありません。DHCPサーバーへの接続がダウンまたは輻輳状
態の場合など、特定の条件下でリース状態の変更が失われます。

（注）

動的リース通知機能は、追加機能をサポートするためにDHCPサーバーを拡張し、サンプルク
ライアント (Javaで書かれている)を含み、リース状態情報をMySQLデータベースに格納して
機能を示します。

動的リース通知の使用

動的リース通知を使用するには:

1. ローカルクラスターに dhcpリスナオブジェクトを作成する必要があります。dhcpリスナ
オブジェクトは、サーバーが着信TCP接続をリッスンするポートと、これらの接続のその
他DHCPリスナーの設定（64ページ）の属性を指定します (を参照)。DHCPリスナーオ
ブジェクトを作成した後、DHCPサーバーを再ロードする必要があります。

2. 動的リース通知クライアントは、DHCPサーバーとのTCP接続を確立し、次のいずれかの
要求を行う必要があります。

•一括リースクエリ-この要求は、特定の時点以降に状態が変化した DHCPサーバー内
のすべてのリースの現在の状態を取得するために行われます。時間が指定されていな

い (または、時刻にゼロが指定されている)とき、すべてのリースの現在の状態が送信
されます。これは、DHCPサーバーが 1つの要求に応答してクライアントにすべての
リースを配信する点が異なる点を除いて、UDPベースの DHCPv4リースクエリ (RFC
4388)とDHCPv6リースクエリ (RFC 5460)に似ています。通常、バルクリースクエリ
は、外部データベースを初期化するために使用されます。また、アクティブなリース

クエリが何らかの中断を起こした後、そのデータベースを最新の状態にする場合にも

使用されます。

•アクティブリースクエリ:この要求は、DHCPサーバーが行うすべての今後の重要な
リース変更に対するリース状態情報を取得するために行われます。DHCPサーバーが

リースの管理

57

リースの管理

動的リース通知



重要なリース状態情報をデータベースに書き込む場合、リース状態情報はTCP接続を
介して送信されます。

•アクティブリースクエリ (キャッチアップ付き) -この要求は、将来のリース状態の変
更と、最近変更されたリースの最新データを取得するために行われます。動的リース

通知クライアントは、動的リース通知クライアントや DHCPサーバーの再起動時な
ど、接続損失の短い期間に失われた最近変更されたリースの最新データを取得できま

す。キャッチアップを伴うアクティブなリースクエリは、リースの現在の状態のみを

フェッチします。これは、見逃した可能性のあるすべての中間リース状態変更に関す

るデータをフェッチしません。

DHCPサーバーは、リースクエリメッセージのストリームで、リース状態情報を動的リース通
知クライアントに送信します。バルクリースクエリの場合、DHCPサーバーが処理する時間が
与えるとすぐにリース状態情報が送信されます。アクティブなリースクエリの場合、リース状

態の変更が発生すると、リース状態情報が送信されます。動的リース通知クライアントは、こ

れらのメッセージを処理して、データベースの更新などの適切なアクションを実行できます。

DHCPサーバーは複数の動的リース通知クライアントをサポートしていますが、複数のクライ
アントがDHCPサーバーのリースパフォーマンスに影響を与える可能性があるので、クライア
ント数を最小限に抑えることをお勧めします。

（注）

フェールオーバー構成では、DHCPクライアントと対話するアクティブフェールオーバーパー
トナーのみが、動的リース通知クライアントに対して、アクティブな leasequery要求を使用し
て動的リース通知の更新を送信します。したがって、完全な情報を受信するには、動的リース

通知クライアントが両方のフェールオーバーパートナーに接続する必要があります。

サーバーは、dhcpリスナのleasequery-send-all属性に基づいて、アクティブなリースクエリ通知
のキューにリースが登録されているかどうかを判断します。この属性が有効になっている場

合、DHCPサーバーは常にアクティブなリースクエリクライアントに通知を送信します。この
属性が無効または未設定の場合、DHCPサーバーは、アクティブな leasequeryクライアントで
正確な状態を維持するために必要な通知のみを送信します。

また、エクステンションを使用してリースクエリ通知を制御することもできます。拡張機能

は、アクティブリースクエリ制御要求および応答データディクショナリ項目を使用して、アク

ティブなleasequery通知用にリースがキューに入拡張ポイントの使用れられていないかどうか
を決定できます。

リース通知クライアントの例
Ciscoプライムネットワークレジストラーは、スタンドアロンのサンプル Javaクライアント
を提供します。スタンドアロンのサンプル Javaクライアントは、1つ以上のDHCPサーバーか
らリース状態データを収集し、最新のリースデータで SQLデータベースを更新します。サン
プルの Javaクライアントは、両方のフェールオーバーパートナーからのリース状態の更新を
受け入れ、最新のリース状態情報が SQLデータベースに含まれることを確認するように設計
されています (更新が正しい順序で受信された場合でも)。サンプルJavaクライアントを使用す
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る場合、バルクおよびアクティブなリースクエリプロトコルの詳細を知る必要はありません。

サンプル Javaクライアントソースが提供されています。したがって、サンプルの Javaクライ
アントがニーズを満たさない場合は、独自の実装ではなく、変更することをお勧めします。

サンプル Javaクライアントは、すべてのリースの状態を取得するために初めてサーバーに接
続するときに、バルク・リース照会を実行します。サンプル Javaクライアントがサーバーと
通信したことがある場合、キャッチアップを使用してアクティブなリースクエリを試行しま

す。サンプル Javaクライアントは、キャッチアップを伴うアクティブなリースクエリが、ク
ライアントがしばらくダウンしていたか、DHCPサーバーが再ロードされた場合など、キャッ
チアップデータが使用できないという場合にのみ、バルクリースクエリを実行します。

サンプル Javaクライアントは、複数の VPNおよび複数のサーバーを持つ構成をサポートして
います。ただし、サンプルの Javaクライアントでは、これらのサーバー間のリースは VPNお
よび IPアドレスに関して一意であると想定しています。2つのサーバーが VPNまたはグロー
バル名前空間で同じ IPアドレスをリースしている場合、SQLデータベースには 2つのリース
のうちの 1つだけのレコードが含まれます。これは、フェールオーバーペアではなく、2つの
独立した DHCPサーバーに適用されます。また、SQLデータベースを最新の状態に保つため
に、フェールオーバーペアの両方のフェールオーバーパートナーと通信するようにサンプル

の Javaクライアントを構成する必要があります。

サンプル Javaクライアントは、インストール・パス/例/dhcp/cnrnotify.jarで入手できます。
cnrnotify-readme.txtという名前のテキストファイルも、そのディレクトリに用意されており、
最初に読み取る必要があります。

（注）

例/dhcp/cnrnotify.jarは、次の zipファイルを含む zipファイルです。

•サンプル Javaクライアントソースコードと Javadocドキュメント。
•たとえば、lnc.propertiesファイルと lnc6.propertiesファイルを指定します。(使用可能なプ
ロパティの詳細については、-listpropsオプションを指定してクライアントを実行します。

• Cisco Primeネットワークレジストラー実装のための一括およびアクティブなリースクエ
リインターネットドラフト。

• Cisco Prime Networkレジストラー専用リース情報に使用されるメッセージ値、オプション
コード、ベンダー固有のデータを詳しいドキュメント。インターネット割り当て番号機関

(IANA)は、バルクおよびアクティブリースクエリインターネットドラフトで使用される
メッセージおよびオプションコードにまだ値を割り当てていないため、CiscoPrimeNetwork
レジストラーで使用される値について説明します。

これらの項目を抽出するには、Winzipなどの zipツールを使用して cnrnotify.jarファイルを開
きます。(cnrnotify-readme.txtファイルを参照してください)。Javadocを抽出するには、次の使
用をお勧めします。

jar xvf cnrnotify.jar docs_notify

上記のコマンドは、ドキュメントを抽出するために使用されます。

DHCPv4サブサブオプションコード
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次の表は、DHCPv4リースクエリの要求時に使用されるサブサブオプションコードの一覧で
す。これらのコードは cnrnotify-プロトコル-numbers.txtファイルに存在し、cnrnotify.jar zipファ
イルで使用できます。

表 6 : DHCPv4サブ-サブオプションコード

オプションタイプオプション名サブサブオプショ

ンコード

サブサブオプション番号の 1バイト以上oro1

バイト状態2

バイトdata-source3

基準時間からの過去の期間start-time-of-state4

絶対時間(1970年からの秒)ベースタイム5

文字列 (ゼロ終了なし)クライアントクラス名8

base-timeからの経過時間パートナー -最終トランザク
ション時間

9

base-timeからの経過時間client-creation-time10 0xa

制限 IDを含む blob制限 ID11 0xb

base-timeからの経過時間バインディング開始時刻12 0xc

基準時からの将来/過去の期間を表す負/正
の値

バインディング終了時刻13 0xd

文字列（0で終了しない）fwd-dns-config-name14 0xe

文字列（0で終了しない）レブ・DNS-コンフィグ名15 0xf

クライアントのクライアント IDを含むblobclient-override-client-id16 0x10

文字列（0で終了しない）ユーザー定義データ17 0x11

文字列（0で終了しない）scope-name18 0x12

4バイト整数,ネットワークの順序フェールオーバー状態シリ

アル番号

19 0x13

blob、タイプバイトで始まる:

• 0x2e、46:ゼロ終了なしの文字列
• 0x7、7:ブロブ

予約キー20 0x14
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オプションタイプオプション名サブサブオプショ

ンコード

クライアントのパラメーター要求リスト、

DHCPv4オプションコードの BLOB
クライアント-prl21 0x15

DHCPv6サブサブオプションコード

次の表は、DHCPv6リースクエリの要求時に使用されるサブサブオプションコードの一覧で
す。これらのコードは cnrnotify-protocol6-numbers.txtファイルにも存在し、cnrnotify.jar zipファ
イルで使用できます。

表 7 : DHCPv4サブ-サブオプションコード

オプションタイプオプション名サブサブオプショ

ンコード

サブサブオプション番号の 1バイト以上oro1

バイト状態2

バイトdata-source3

基準時間からの過去の期間start-time-of-state4

絶対時間(1970年からの秒)ベースタイム5

文字列 (ゼロ終了なし)クライアントクラス名8

base-timeからの経過時間パートナー -最終トランザク
ション時間

9

base-timeからの経過時間client-creation-time10 0xa

base-timeからの経過時間バインディング開始時刻12 0xc

基準時からの将来/過去の期間を表す負/正
の値

バインディング終了時刻13 0xd

文字列（0で終了しない）fwd-dns-config-name14 0xe

文字列（0で終了しない）レブ・DNS-コンフィグ名15 0xf

クライアントのクライアント IDを含むblob検索キー16 0x10

文字列（0で終了しない）ユーザー定義データ17 0x11

文字列（0で終了しない）prefix-name18 0x12

4バイト整数,ネットワークの順序フェールオーバー状態シリ

アル番号

19 0x13
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オプションタイプオプション名サブサブオプショ

ンコード

blob、タイプバイトで始まる:

• 0x2e、46:ゼロ終了なしの文字列
• 0x7、7:ブロブ

予約キー20 0x14

base-timeからの未来/過去の経過時間を表
す負または正の値

フェールオーバーパート

ナーの有効期間

21 0x15

base-timeからの未来/過去の経過時間を表
す負または正の値

フェールオーバー -次のパー
トナーの有効期間

22 0x16

base-timeからの未来/過去の経過時間を表
す負または正の値

フェールオーバーの有効期

限

23 0x17

クライアントの ORO、 DHCPv6の BLOB
2バイトオプションコード

クライアントオロ24 0x18

サンプル Javaクライアントの要件
サンプル Javaクライアントの要件は次のとおりです。

• JDK 1.8
• JDK 1.8の java.sqlパッケージ。
• JDBCドライバーと互換性のあるデータベースのインストール。データベースには、事前
定義された列セットを含む特定のテーブルが存在する必要があります。

テーブルが存在しない場合は、-cオプションを指定してクライアントを実行します。テーブル
が作成されます。

ヒント

MySQLの要件は次のとおりです。

• MySQLサーバーの最新バージョン。
• MySQLの JDBCコネクタ。
•サンプル Javaクライアントの状況とエラーをログに記録するための log4jパッケージ。

MySQL-8.0.22データベース、mysql-connector-java-8.0.21.jar、および log4j-1.2.17.jarを使用する
ことを推奨します。

（注）

抽出され、lnc.propertiesファイルが構成されたら、サンプルの Javaクライアントを次の方法で
実行できます。
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ステップ 1 同じディレクトリに 3つの .jarファイル（cnrnortify.jar、mysql-connector-java-8.0.21.jar、log4j-1.2.17.jar）を
配置してください。

ステップ 2 同じディレクトリ内の lnc.properties/lnc6.propertiesファイルを抽出します。

DHCPv4クライアントの場合:
jar xvf cnrnotify.jar com/cisco/cnr/notify/lnc.properties

DHCPv6クライアントの場合:
jar xvf cnrnotify.jar com/cisco/cnr/notify/lnc6.properties

ステップ 3 lnc.properties/lnc6.propertiesファイルを構成します。

ステップ 4 Java実行可能ディレクトリが現在のパスにある場合、サンプル・クライアントは次の方法で実行されます。

DHCPv4の場合:
java -cp .:cnrnotify.jar:mysql-connector-java-8.0.21.jar:log4j-1.2.17.jar
com/cisco/cnr/notify/LeaseNotificationClient

DHCPv6の場合:
java -cp .:cnrnotify.jar:mysql-connector-java-8.0.21.jar:log4j-1.2.17.jar
com/cisco/cnr/notify/LeaseNotificationClient6

[ローカル基本（Basic）]または[アドバンスド（Advanced）]Web UI

Web UIは、構成属性を表示および管理し、関連サーバーの情報を表示します。リースクエリ
に関する統計情報は、[DHCPサーバーの統計情報]ページで確認できます。

ステップ 1 Deployメニューで、[DHCP]サブメニューから DHCP Serverを選択し、[DHCPサーバーの管理（Manage
DHCP Server）]ページを開きます。

ステップ 2 [統計情報]タブをクリックして、[DHCPサーバーの統計情報]ページを開きます。

このページに、サーバー統計の詳細情報が表示されます。

CLIコマンド

既存のdhcp getRelatedServersコマンドは、DHCPリスナーとアクティブな接続に関する情報を
提供するために拡張されます。

nrcmd> dhcp getrelatedservers

このコマンドは、ローカルクラスターでのみ使用できます。（注）
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DHCPリスナーの設定
DHCPリスナ構成を使用して、TCP接続を介してDHCPサーバーに対するアクティブおよびバ
ルクリースクエリを有効にするようにオブジェクトを構成できます。DHCPサーバーが複数の
TCPポートでの接続のリッスンをサポートするか、サーバーが受信接続を受け入れるアドレス
を制限する必要がない場合は、単一のオブジェクトで十分です。

ローカルアドバンスドWeb UI

ステップ 1 メニューからDeploy、Listenersサブメニューの下DHCPでを選択して、[DHCP TCPリスナーの一覧/追加]
ページを開きます。

ステップ 2 [リスナー（Listeners）]ペインの [リスナーの追加（AddListeners）]アイコンをクリックし、[名前（Name）]
フィールドに名前を入力して、[TCPリスナーの追加（Add TCP Listener）]をクリックします。

ステップ 3 サーバーが接続を受け入れるインターフェイスを制限するために、アドレス/ip6addressフィールドに IPア
ドレスを入力します。これは通常、指定されていません。IPv6リスナーを設定する場合は、ip6addressを
入力します。アドレスと ip6アドレスの両方が指定されていない場合は、IPv4アドレス 0.0.0.0が使用され
ます。

TCP接続が受け入れられるアドレスを制限するには、アドレス (IPv4の場合)または ip6address (IPv6の場
合)属性を入力します。どちらの属性にも値が入力されていない場合、ホストの IPv4アドレスへの IPv4接
続は受け入れられます。IPv6経由の接続を指定するには、ip6address属性に値を入力する必要があります
(0::0ホストの IPv6アドレスへの接続を受け入れる場合に使用できます。両方の属性ではなく、両方の属性
にのみ値を入力できます。

DHCPサーバーに対して IPv4と IPv6の両方のリスナーを指定することはできません。（注）

ステップ 4 デフォルト値が適切でない場合は、ポートフィールドにポートの値を入力します。デフォルトのポートは、
DHCPv4のサーバーポートと DHCPv6のサーバーポートです。

ステップ 5 enable属性に対しては、[真（true）]または [偽（false）]ラジオボタンをクリックします。デフォルト値は
trueです。

ステップ 6 デフォルト値の 10が適切でない場合は、max-connectionsの値を入力します。

ステップ 7 デフォルト値の 120が適切でない場合は、leasequery-backlog-timeの値を入力します。

ステップ 8 leasequery-send-all属性に対しては、[真（true）]または [偽（false）]ラジオボタンをクリックします。デ
フォルト値は falseです。

ステップ 9 [保存（Save）]をクリックします。

CLIコマンド

DHCPリスナコマンドを次の表に示します。
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表 8 : DHCPリスナコマンド

コマンド操作

dhcp-listener name create [attribute=value]作成（Create）

dhcp-listener name delete削除（Delete）

dhcp-listener listリスト（List）

dhcp-listener listnames名前を一覧表示する

dhcp-listener name show表示（Show）

dhcp-listener name set attribute=value [attribute=value ...]設定

dhcp-listener name get attributeget

dhcp-listener name unset attribute設定解除

dhcp-listener name enable attribute有効

dhcp-listener name disable attribute[無効（Disable）]

リース履歴データベース圧縮ユーティリティ
cnr_leasehist_compressユーティリティは、地域クラスタ(DHCPv4)リース履歴データベースを圧
縮するために、Cisco Prime Networkレジストラーに追加されました。このユーティリティは、
データベース内のデータを直接圧縮するのではなく、既存のデータを、可能な限りコンパクト

に最適化された新しいデータベースにコピーします。このユーティリティは、シスコWebサ
イトの Cisco Primeネットワークレジストラーダウンロードセクションからダウンロードでき
ます。

cnr_leasehist_compressユーティリティは、地域のクラスターリース履歴データベースでのみ使
用し、特に DHCPRELEASEパケットのためにデータベースが大幅に増加したと思われる場合
に使用します。

注意

コピー操作中に、このユーティリティを使用して次の操作を行うことができます。

•一定の時間間隔より古いレコードをトリミングする -通常は–t、このオプションを使用し
ます。このオプションで指定する間隔は、ネットワークレジストラー時間間隔形式を使用

します。たとえば、3030d日または1y1年間です。
•同じリースとクライアントに属するレコードのマージ:このcnr_leasehist_compressユーティ
リティを使用して、IPアドレスのリースを解放した後にリースを解放したクライアントに
属するレコードをマージします。通常、–mオプションを使用します。このオプションで
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指定する間隔は、ネットワークレジストラー時間間隔形式を使用します。たとえば、120120s
秒または2m2分間です。

レコードのマージ中に、このユーティリティは、突然終了したリース履歴レコードや、バ

インドの終了時刻が正しくない (後続のリース操作によって発生した可能性がある)を修正
します。レコードをマージするこのオプションは、サーバーに追加の負荷を生じさせる特

定のルーター構成によって作成される膨大な数のレコードにも対応します。

ユーティリティを実行するcnr_leasehist_compress前に、次の手順を実行します。

•ネットワークレジストラー地域クラスターを停止します。アクティブな地域クラスタデー
タベースでは動作しません。

•既存のリース履歴データを単独で圧縮するために使用できることに注意してください。
リージョンクラスターが将来のリース履歴レコードを収集する方法は変更されません。

チャットクライアントが疑われる場合は、DHCPサーバーが DHCPRELEASEメッセージ
を処理しないことを確認します。このような場合は、ユーティリティを定期的に実行する

必要があります。

•サービスプロバイダであり、一部のデバイスで DHCPDISCOVER、DHCPOFFER、
DHCPREQUEST、DHCPACKのシーケンスを繰り返し生成するなどの既知の問題が発生
し、30以降に発生する可能性があるため、サービスプロバイダであり、ネットワーク内
の地域リース履歴が増加していると疑われる場合に使用できます。メッセージを送信しま

す。すべての DHCPRELEASEメッセージをドロップするか、または設定されたしきい値
を超えるクライアントに属するメッセージをドロップするかを選択できます。

•新しいデータベースは最適な方法で書き込まれます。新しいデータベースは、最初はかな
りの速度で拡張できますが、追加のリース履歴レコードが収集された後、通常の状態に戻

ります。

Cnr_leasehist_compressの実行に関する全般的なコメント

この手順のすべての手順に慎重に従ってください。いずれかの手順を省略すると、リース履歴

データが失われる可能性があります。各タスクに関連するリース履歴データベースをメモしま

す。リース履歴レコードの数とレコードのトリミングまたはマージにかかる時間によっては、

このユーティリティの実行に数時間または数日かかる場合があります。実行が完了する前に

サーバーが再起動した場合は、実行中にユーティリティを中断できます。後で再開できます。

ただし、前の実行で使用したのと同じオプションを指定する必要があります。

注意

インストールパスは、Cisco Prime Network Registrarをインストールするパスです。

次の表に、このユーティリティの限定オプションをcnr_leasehist_compress示します。
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表 9 : cnr_leasehist_compressオプション

説明オプション

一時アクティブデータベース内のすべてのリース履歴レコードを、新しい

データベースのリース履歴レコードに追加します。

–a

クライアントに対してマージされたレコード数が指定数を超えた場合にレ

ポートを生成します。–fこのオプションを使用すると、これらのレコードは
ログ・ファイルに転送されます。

–c制限

書き込み時にリース・レコードを圧縮する (詳細については、CCMのリー
ス・ヒスト圧縮属性を参照してください。

–C

圧縮されたリース履歴レコードを含む新しい転送先データベースへのパス

を指定します。

–d path

除外されたマージ属性リストを上書きします。アトリスト–e

ほとんどのリース履歴レコードの警告をログファイルにリダイレクトしま

す。

–f file

dbtxn-seq属性と dbtxn-generation属性を使用して、宛先データベースに書き
込まれているすべてのリース履歴レコードに割り当てられた番号順に新し

いシーケンスを生成します。

–g

特定の IPアドレスのレコードをログファイルに転送します。–i ipaddr

データベースが事前に設定された 20ファイルの制限に達した後に、ログ
ファイルをパージします。

–l制限

特定binding-start-timeのリースのが、以前のリースのbinding-end-time期間内
にある場合にリースレコードをマージします。このオプションの推奨値は、

120sです。

–mタイムイント

隣接するレコードをマージせずに比較します。–n

詳細なリース履歴レコードを削除します。このオプションは、詳細リース

履歴を有効にしている場合にのみ使用できます。

シスコプライムネットワークレジストラーは、詳細なリース履

歴をサポートしなくなりました。ただし、詳細なリース履歴をサ

ポートしているバージョンからのアップグレードの場合、このオ

プションは保持されます。

（注）

–p

ユーティリティの実行中に生成される定期的な進行状況レポートの間隔を

設定します。デフォルト値は 100000です。次に例を示します。

+00:00:18 Read 100000 records (0 bad); trimmed 6717; merged 73370; 19912
written (19.91%)

–q records
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説明オプション

ソースデータベースから読み取られるレコードの数を制限します。–r records

データを新しいデータベースにコピーするソースデータベースを指定しま

す。

–s path

特定の時間間隔より古いレコードをトリミングするための値を指定します。

このオプションには、11y年または30d30日間など、標準のネットワークレ
ジストラー時間間隔を使用します。

–t age

バージョンを出力して終了します。–v

転送先データベースに書き込まれるレコードの数を制限します。–w records

リース履歴レコードのダンプの幅を変更します。このオプションは推奨さ

れません。ただし、132列132 30の出力には値を使用できます。
–y"ライン attr"

標準のネットワークレジストラーデバッグトレース構文を使用して指定さ

れたデータベースをデバッグします。

–z{文字}=レベル

圧縮の実行

cnr_leasehist_compressユーティリティを実行するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 LD_LIBRARY_PATHにインストールパス/libを追加して、ユーティリティにネットワークレジストラー
IPライブラリへのアクセスを提供します。
$ bash
# export LD_LIBRARY_PATH=install-path/lib:$LD_LIBRARY_PATH

ステップ 2 ネットワークレジストラー地域クラスターを停止します。

# systemctl stop nwregregional

ステップ 3 元のインストールパス/data/leasehistディレクトリの名前をインストールパス/data/oldleasehistに変更しま
す。/leasehistディレクトリは元のデータベースになります。
# mv install-path/data/leasehist
# install-path/data/oldleasehist

ステップ 4 新しいリースディレクトリを作成します。

# mkdir install-path/data/leasehist

ステップ 5 ユーティリティ cnr_leasehist_compressを実行して、地域のクラスターがアクティビティを再開できるよ
うにします。

# install-path/bin/cnr_leasehist_compress
> -r 0
> -s install-path/data/oldleasehist
> -d install-path/data/leasehist
> -p

リースの管理

68

リースの管理

圧縮の実行



これらのコマンドを実行しても、元のデータベースは圧縮されません。–rこの0オプションは、
一時的なアクティブ・データベースを作成するようにユーティリティーに指示するので、非常

に重要です。ユーティリティが元のデータベースを圧縮している間、地域クラスタはアクティ

ブなままです。

注意

ステップ 6 ネットワークレジストラーの地域クラスターを再起動します。

# systemctl start nwregregional

ただし、この時点では、元のデータベースからリース履歴データを取得することはできません。リージョ

ンクラスターは、新しいリース履歴データを収集し、一時的にアクティブなデータベースに転送します。

次に、このユーティリティは、新しいリース履歴データを新しいデータベースにマージします。

ステップ 7 インストールパス/data/newleasehistという新しいディレクトリを作成します。この /newleasehistディレク
トリが新しいリース履歴データベースになります。

# mkdir install-path/data/newleasehist

地域クラスターが新しいデータベースにデータを取り込んだ後、必要に応じてこの新しいディ

レクトリを別のパーティションに作成し、最終的な場所にコピーできます。

ヒント

ステップ 8 ユーティリティを cnr_leasehist_compress実行して、元のデータベースを新しいデータベースにトリミン
グ、マージ、および圧縮します。

# install-path/bin/cnr_leasehist_compress
> -s install-path/data/oldleasehist
> -d install-path/data/newleasehist
> -t trim-time-interval
> -m merge-time-interval
> -f /tmp/cnr-compress.log

元のデータベースに詳細なリース履歴レコードが含まれている場合は、–pこのオプションを使用して、
これらのレコードを新規データベースに転送しないことがユーティリティーに許可されることを確認す

る必要があります。それ以外の場合、ユーティリティは実行されません。

シスコプライムネットワークレジストラーは、詳細なリース履歴をサポートしなくなりまし

た。ただし、詳細なリース履歴をサポートしているバージョンからのアップグレードの場合、

このオプションは保持されます。

（注）

ステップ 9 ユーティリティが元のデータベース全体を処理した後、新しいデータベースに新しいリース履歴レコー

ドを追加するには、次のタスクを実行します。

次の手順を完了するまで、地域クラスターを再起動しないでください。次の手順でシステムが

再起動する場合は、この手順を繰り返します。

（注）

a) Network Registrarのリージョンクラスタを停止します。
# systemctl stop nwregregional

b) このユーティリティcnr_leasehist_compressを実行して、新しいリース履歴レコードを新しいデータ
ベースに追加します。

# install-path/bin/cnr_leasehist_compress
> -a
> -s install-path/data/leasehist
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> -d install-path/data/newleasehist
> -m merge-time-interval
> -f /tmp/cnr-append.log

この–aオプションは、ユーティリティが一時アクティブ・データベースのリース履歴レコー
ドを新規データベースのリース履歴レコードに追加する必要があることを示すため、重要

です。元のデータベースに使用したのと同じマージ時間間隔値を使用することをお勧めし

ます。

注意

c) ユーティリティが新しく収集したリース履歴レコードを追加するタスクを完了したら、一時アクティ
ブデータベースディレクトリの名前をインストールパス/data/leasehistから install-path/data/tmpleasehist
に変更します。

# mv install-path/data/leasehist
# install-path/data/tmpleasehist

d) 新しいデータベースディレクトリの名前を変更します,インストールパス /data/newleasehist,インス
トールパス/data/leasehistとして:
# mv install-path/data/newleasehist
# install-path/data/leasehist

ステップ 10 Network Registrarのリージョンクラスタを起動します。
# systemctl start nwregregional

ステップ 11 Network RegistrarのWeb UIを使用して、リージョンリースの履歴データを確認します。

ステップ 12 インストールパス/data/oldleasehist、および一時的なアクティブなデータベースをインストールパ
ス/data/tmpleasehistにアーカイブします。データベースをアーカイブするときに、すべてのサブディレク
トリとファイルを必ず含めます。

ステップ 13 元のデータベースと一時的なアクティブなデータベースを削除します。

# rm -rf install-path/data/oldleasehist
# rm -rf install-path/data/tmpleasehist

柔軟なリース時間
特定のネットワークセグメントの番号を変更したり、構成の変更を迅速に有効にしたりする必

要があるため、ネットワークの再構成が必要になる場合があります。通常、これは、変更の前

にクライアントのリース時間を短縮し、変更を適用し、リース時間を元の値に戻すことによっ

て行われます。つまり、更新時間を比較的狭いウィンドウ (メンテナンスウィンドウ)に圧縮
し、サーバーの負荷を均等に戻す必要があります。これらの手順は手動で、エラーが発生しや

すいものです。Cisco Prime Networkレジストラーは、メンテナンス期間の前、中、および後の
DHCPサーバーの更新負荷を軽減するために、このプロセスを自動化するのに役立ちます。
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ネットワークの再設定のスケジューリング

Cisco Prime Networkレジストラーでは、メンテナンス期間をスケジュールして、エラーが発生
しやすく、リース時間のリセットを忘れないようにすることができます。必要なメンテナンス

期間の開始時刻、終了時刻、および更新期間を設定できます。また、メンテナンス期間をサー

バー全体に適用するか、特定のスコープ、リンク、またはプレフィックスにのみ適用するかを

指定できます。サーバーは、この期間中にサーバーがシャットダウンする可能性があるため、

保守期間の開始時刻と終了時刻の間にクライアントがDHCPサーバーに接続しようとするのを
避けるために、リース、更新 (T1)、および再バインド (T2)の時間を調整しようとします。メ
ンテナンス期間中、DHCPサーバーは最小リース時間を使用し、メンテナンス期間の後はリー
ス時間を元の状態に戻しますが、更新は広がったままにします。再構成中および再構成後の更

新は、サーバー負荷の急増を最小限に抑えるために適切に分散されます。最終的には、メンテ

ナンスウィンドウの構成を削除するか、新しい構成に置き換えることができます。サーバー

は、過去に発生した保守を無視します。

図 1 : Maintenance Window（71ページ）は、異なるリース時間を持つ 3つのクライアントを示
し、メンテナンスウィンドウと対話します。最初の(上)のケースでは、更新期間中にクライア
ントが入ってくるので、変更はありません。2番目 (中央)の場合、サーバーは更新期間中にク
ライアントが更新されるように時間を短縮します。3番目 (下位)の場合、サーバーはメンテナ
ンス期間中にクライアントの更新を回避するために時間を増やします (サーバーに到達できな
い可能性があるため)。

図 1 : Maintenance Window

1つのメンテナンスウィンドウを作成、編集、および削除できます。DHCPサーバーは、構成
されている場合はメンテナンスウィンドウを読み込みます。現在の時刻が終了時刻に更新期間

を加算した場合 (すべてのクライアントが更新された構成を持つ必要があるメンテナンス期間
の終了後の時間間隔)は、メンテナンスウィンドウをロードするために無視されます。また、
リース更新の配布が有効になっていない場合も読み込まれません (を参照リース更新の配布
（73ページ）)。メンテナンス期間が適用されるスコープ、リンク、またはプレフィックスの
場合、サーバーは次のようにクライアントに送信されるリース時間または更新時間を変更しま

す。
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•メンテナンス期間の終了前にクライアントに与えられたリース時間は、メンテナンス期間
の終了時刻に更新期間を加えた時間を超えないことを示します。

•メンテナンス期間の終了前にクライアントに与えられた更新時間は、メンテナンス期間の
終了時刻に更新期間を 1/2を加えた時間を超えないことをお知りください。

•メンテナンス期間の開始時刻と終了時刻の間に終了するクライアントに与えられたリース
時間は、メンテナンス期間の終了後と終了時刻の前の時間間隔に時間を加えた後の間隔を

1/2に加えた間隔の間のどこかで期限切れに調整されます。

•メンテナンス期間の開始時刻から終了時刻の間に発生するクライアントに与えられた更新
時間は、メンテナンス期間の終了から更新期間の 1/2までの間に更新をトリガーするよう
に調整されます。

フェールオーバー時間の制限は引き続き適用され、メンテナンス期間が原因で変更されませ

ん。これらの制限により、サーバーがリース、更新 (T1)、および一部のクライアントの再バイ
ンド (T2)の時間を最適化できなくなる可能性があります。

（注）

メンテナンス期間オブジェクトの追加

メンテナンスウィンドウオブジェクトを追加するには、次の手順を実行します。

ローカルアドバンスドWeb UI

ステップ 1 [展開]メニューの[DHCP]サブメニューの [メンテナンスウィンドウ]を選択します。[メンテナンスウィン
ドウの一覧/追加]ページが開きます。

ステップ 2 左側のペインで [メンテナンスウィンドウの追加]アイコンをクリックし、次のフィールドに詳細を入力し
ます。

•名前：DHCPメンテナンスウィンドウのオブジェクトの名前。

•開始日—メンテナンス期間が開始される日時。これは、DHCPサーバーが停止すると予想される場合
です。

• [終了日]-メンテナンスウィンドウが終了する日時。これは、DHCPサーバーが再び利用可能になると
予想される場合 (構成の変更が行われた後)です。

• [更新期間] -影響を受けるすべてのクライアントが新しく構成された情報を受け取るためにサーバーに
接続する必要があるメンテナンス期間の終了後の期間。

ステップ 3 [メンテナンスウィンドウの追加]をクリックします。

ステップ 4 メンテナンスウィンドウを特定のスコープ、プレフィックス、またはリンクに適用する場合は、次の操作
を行います。

• [DHCPスコープの一覧]ページで [一覧]を有効に設定したメンテナンス属性を持つスコープが、[スコー
プ]領域の下に表示されます。メンテナンス期間を特定のスコープに適用するには、[スコープの構成]
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オプションの横にある無効なラジオボタンをクリックし、[スコープ]領域から必要なスコープを選択
または追加します。有効にされたラジオボタンをクリックすると、構成内のすべてのスコープが現在

のメンテナンスウィンドウに参加します。

• [リスト/追加 DHCP v6プレフィックス]または [リスト/追加 DHCP v6リンク]ページでメンテナンス属
性を持つプレフィックス/リンクが有効に設定されているリンクまたはプレフィックス領域の下に一覧
表示されます。メンテナンスウィンドウを特定のプレフィックスまたはリンクに適用するには、[プレ
フィックス/リンクの設定]オプションの横にある無効なラジオボタンをクリックし、[リンク]領域ま
たは [プレフィックス]領域から必要なリンクまたはプレフィックスをそれぞれ選択または追加します。
有効なラジオボタンをクリックすると、構成内のすべてのプレフィックスとリンクが現在のメンテナ

ンスウィンドウに含まれます。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

メンテナンスウィンドウオブジェクトの詳細は、メンテナンスウィンドウ編集ページで編集で

きます。メンテナンスウィンドウオブジェクトを削除するには、左側のウィンドウでメンテ

ナンスウィンドウオブジェクトの名前を選択し、左側のウィンドウで [選択したメンテナンス
ウィンドウの削除]アイコンをクリックして、削除を確認します。

メンテナンスウィンドウオブジェクトを削除すると、スコープ、プレフィックス、およびリ

ンクのメンテナンス属性もすべてクリアされます。

（注）

CLIコマンド

保守ウィンドウオブジェクトを作成するには、dhcp-メンテナンスウィンドウ名 create [属性
=value .. ]コマンドを使用します。保守ウィンドウオブジェクトを削除するには、dhcp-メンテ
ナンスウィンドウ名削除コマンドを使用します。

dhcpメンテナンスウィンドウクリアを使用するメンテナンス [dhcpv4 |dhcpv6]をクリックして、
すべてのスコープまたはすべてのプレフィックス/リンクのメンテナンスフラグをクリアしま
す。dhcpv4を指定すると、スコープのみがクリアされます。dhcpv6を指定すると、プレフィッ
クス/リンクのみがクリアされます。どちらも指定しない場合、すべてクリアされます。

すべてのメンテナンスウィンドウコマンドの完全な一覧については、/docsディレクトリの
CLIGuide.htmlファイルのdhcp-maintenance-windowコマンドを参照するか、CLIのヘルプ dhcp-
メンテナンスウィンドウを使用してください。

リース更新の配布

DHCPサーバーは、リース更新の負荷が可能な限り均等に分散されるようにクライアントの更
新を調整し、更新トラフィックの急増を回避します。更新トラフィックの急増は、多数のクラ

イアントが一度に戻るメンテナンスウィンドウ、ネットワーク (または停電)の後に発生する可
能性があります。そのようなスパイクを回避するために、この機能はデフォルトでは有効に

なっています。
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サーバーは、バケット間隔内に更新するクライアント数を保持します。サーバーがクライアン

トの更新時間 (リース時間の 50%)を決定すると、そのバケットの値が標準 (クライアント数/
(最新の更新時間/バケット間隔)を超えているかどうかを確認します。標準を超えると、サー
バーは更新時間の 20 ~ 120%のランダムな値を選択し、そのバケットを標準と照らしてチェッ
クします。このプロセスは、基準を下回るバケットが見つかるまで、または満たされていない

バケットの時間が使用されるまで、限られた回数だけ繰り返されます。

バケットが 10更新/秒未満の場合、サーバーはその負荷を簡単に処理できるため、サーバーは
カウントを調整しません。

（注）

図 2 :リース更新の配布の例

図 2 :リース更新の配布の例（74ページ）更新の配布機能の例を示します。この例では、クラ
イアントの通常の更新時間 (リース時間の 50%が 1800秒 = 900秒)のバケットが、そのバケッ
トの期間中に更新される予定クライアントのしきい値を超えた場合、サーバーは更新時間を調

整します。ここでは、サーバーはランダムな代替更新時間(元の更新の20%から120%の間)を選
択します。ただし、最初の試みもしきい値を超えているため、セカンダリ試行が試行され、更

新時間 (944)がしきい値を下回るバケット内にあることが検出されます。クライアントには、
その更新時間 (944秒)が与えられます。

DHCPv4の場合、この機能が有効になっている場合、サーバーは強制的に dhcp更新時間オプ
ション (58)とdhcp再バインド時間オプション (59)を送信します。DHCPv6の場合、サーバー
は常に IA_NAおよび IA_PDオプションの T1/T2フィールドを設定するので、その処理に影響
はありません。

更新の配布機能の制御

更新の配布機能を制御するには、次の手順を実行します。

ローカルアドバンスドWeb UI

ステップ 1 [操作（Operate）]メニューの [サーバ（Servers）]サブメニューの下の [サーバーの管理（Manage Servers）]
をクリックし、[ローカルDHCPサーバ（Local DHCP Server）]リンクをクリックして [ローカルDHCPサー
バの編集（Edit Local DHCP Server）]ページを開きます。

ステップ 2 [分散更新（Distributed Renewals）]セクションで、次の属性を設定します。
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• distribute-renewals：DHCPサーバーが更新時間を調整してサーバーの更新負荷を平滑化できるかどうか
を制御します。

設定されているポリシーの dhcp-lease-timeオプション（51）または優先存続期間が 180日よ
り長く設定されている場合、サーバーはこの機能を有効にしません。

（注）

• distribute-renewals-max-renewal-time：サーバの更新負荷を円滑に調整するために、サーバーが更新を調
整する際に使用する最大更新時間を制御します。この属性が設定されていない（または0）場合、サー
バーは dhcp-lease-timeオプションの 50%（51）またはすべての名前付きポリシーと組み込みポリシー
の優先存続期間に基づいてこれを決定します。

• distribute-renewals-bucket-interval：サーバーの負荷を円滑にするために使用されるバケットの時間間隔
を制御します。この属性が設定されていない場合、バケット数が 100,000を超えない限り、サーバは
10秒を使用します。この場合、サーバーは時間間隔を使用してバケットを最大100,000に制限します。

ステップ 3 [保存（Save）]をクリックします。

CLIコマンド

配布更新機能を無効にするには、dhcpを使用してdhcp disable distribute-renewalsにします。配
布更新機能を有効にするには、dhcpを使用して配布更新を有効にします。また、dhcp setコマ
ンドを使用して、配布更新 -最大更新時間および分散更新 -バケット間隔の値を変更することも
できます。

DHCP更新レポートの表示

ローカルWeb UIの [DHCP更新レポート]ページには、DHCPサーバー上で予想される更新の
負荷がグラフィカルに表示されます。これは、特定の時間間隔 (バケット)で将来更新される予
定のクライアントの数を示します。

WebUIのダッシュボードから更新データを確認することもできます。詳細については、DHCP
更新データを参照してください。

DHCP更新レポートを表示するには、次の手順を実行します。

ローカルWeb UI

ステップ 1 [操作（Operate）]メニューで、[サーバー（Servers）]サブメニューから [サーバーの管理（ManageServers）]
を選択し、[ローカルDHCPサーバー（LocalDHCPServer）]リンクをクリックして [ローカルDHCPサーバー
の編集（Edit Local DHCP Server）]ページを開きます。

ステップ 2 [DHCP更新レポート]タブをクリックします。

ステップ 3 [バケット数]フィールドに、希望するバケット数を入力します。更新データが報告されるバケットの数を
指定します。バケットは、その時間間隔中に更新する予定のクライアントを表します。

ステップ 4 [表示（Show）]をクリックします。
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DHCP更新データはグラフ形式で表示され、Y軸に沿って特定の間隔で更新するクライアント数と X軸に
沿って日付/時刻のスタンプを更新します。

CLIコマンド

配布更新機能に関連する情報を報告するには、dhcp getRenewalData [max-buckets]を使用しま
す。既定では、時間の経過に伴う予想されるクライアント更新数は、20個のバケットに最も多
く表示されますが、この値は希望する数を指定することでオーバーライドできます。

これは、設定に関するいくつかの情報と、各更新バケット内のクライアント数の(文字セル)グ
ラフも表示します。

リースの管理

76

リースの管理

CLIコマンド


	リースの管理
	リース ステータス
	IPv4 リース状態
	IPv6 リース状態

	リース期間のガイドライン
	リース日の制限

	DHCPv6 クライアントとリース
	関連項目
	DHCPv6 バインディング
	リース アフィニティ
	リースのライフ サイクル

	スコープでのリースの設定
	リースの表示
	ローカルの基本 Web UI
	ローカル アドバンスド Web UI
	CLI コマンド
	リース データのインポートとエクスポート
	前提条件のインポート
	インポートとエクスポート コマンド
	インポート ファイルのリース期間

	アドレス提供前のホストへの ping 実行
	リースの無効化
	ローカルの基本 Web UI または 高度な Web UI
	CLI コマンド

	範囲からのリースの除外
	ローカルの基本 Web UI
	ローカル アドバンスド Web UI
	CLI コマンド

	孤立したリースの削除
	サーバー全体のリースの検索
	ローカル アドバンスド Web UI
	ローカル アドバンスド Web UI

	CLI コマンド


	クライアント予約の使用
	ローカル アドバンスド Web UI
	クライアント予約とリース予約の違い

	リース予約の作成
	DHCPv4 予約
	ローカルの基本 Web UI
	ローカル アドバンスド Web UI
	CLI コマンド

	DHCPv6 リース予約
	ローカル アドバンスド Web UI
	ローカル アドバンスド Web UI

	CLI コマンド


	リースと予約プロパティの詳細設定
	現在リース済みのアドレスの予約
	ローカル アドバンスド Web UI
	既存のリース予約の例

	リースの予約解除
	ローカル アドバンスド Web UI
	CLI コマンド

	MAC 以外のアドレスへの予約の拡張
	クライアント ID の上書き
	ローカル アドバンスド Web UI
	CLI コマンド
	予約の上書きの例

	IPv6 リースの再設定
	ローカル アドバンスド Web UI
	CLI コマンド

	リースを強制的に使用可能にする
	ローカル アドバンスド Web UI
	CLI コマンド

	リース更新の抑制
	ローカル アドバンスド Web UI

	サーバー間でのリースの移動
	使用不可としてマークされているリースの処理
	使用不可リースのタイムアウトの設定

	リースの照会
	関連項目
	リースクエリの実装
	DHCPv4 の 事前 RFC リースクエリ
	DHCPv4 の RFC 4388 リースクエリ
	DHCPv6 のリースクエリ
	リースクエリの統計
	リースクエリの例
	TCP バルク リースクエリと UDP リースクエリの違い


	アドレス レポートとリース レポートの実行
	アドレス使用状況レポートの実行
	ローカル アドバンスド Web UI
	CLI コマンド

	IP リース履歴の実行
	ローカル クラスタでのリース履歴録音の有効化
	ローカル アドバンスド Web UI
	CLI コマンド

	IP リース履歴の照会
	ローカルおよびリージョンの高度な Web UI
	ローカルおよびリージョンの高度な Web UI
	ローカルおよびリージョンの高度な Web UI

	iphist ユーティリティの使用

	リース履歴データのトリミング
	リージョン Web UI

	リース使用率レポートの実行
	ローカル アドバンスド Web UI
	CLI コマンド

	リース通知の受信
	関連項目
	リース通知を自動的に実行する
	リース通知用の設定ファイルの指定


	動的リース通知
	動的リース通知の使用

	リース通知クライアントの例
	サンプル Java クライアントの要件
	[ローカル基本（Basic）]または[アドバンスド（Advanced）]Web UI
	CLI コマンド

	DHCP リスナーの設定
	ローカル アドバンスド Web UI
	CLI コマンド


	リース履歴データベース圧縮ユーティリティ
	Cnr_leasehist_compress の実行に関する全般的なコメント
	圧縮の実行

	柔軟なリース時間
	ネットワークの再設定のスケジューリング
	メンテナンス期間オブジェクトの追加
	ローカル アドバンスド Web UI
	CLI コマンド


	リース更新の配布
	更新の配布機能の制御
	ローカル アドバンスド Web UI
	CLI コマンド

	DHCP 更新レポートの表示
	ローカルWeb UI
	CLI コマンド





